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「十字路」を意味する本誌の誌名は、国際協力に必要な
「対話と行動」というイメージにも通じることに由来します。
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※本誌では、JICA海外協力隊の方 （々経験者を含む）
について、次のように表記しています。

国際協子さん（ウガンダ・青少年活動・2018年度2次隊）
	 氏名	 派遣国	 職種	 隊次
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ＯＢ・ＯＧの皆様へ

　日頃よりJICAボランティア事業に対しご支援を賜り誠に有難うございます。

　10月末時点で累計派遣者数は約53,000名となり、53年間に亘り連綿と受け継がれた

情熱は、今も世界70ヶ国以上で活動している約2,300名の隊員を通じて開発途上国の

人々に繋がっています。

　一方、国内の少子高齢化や労働力不足、深刻化する社会問題、不安定な国際情勢、

地球規模課題の危機的状況など、急速に変化する情勢の中で、本事業も大きな転換期

にあります。昨年来各方面の方々のご意見を伺いながら、様々なご指摘を頂戴しつつ、

関係者の皆様のご理解とご支援の下、制度・事業の見直しに取り組んで参りました。

　具体的には、2018年秋募集以降は従来の年齢区分から案件区分（一般案件とシニア

案件）による募集となります。経費体系も一体的に見直し、現職参加者に対する

人件費補てん制度も大きく変わります。

　また、JICAボランティア事業※1により派遣される者※2の総称（呼称）を従来はJICA

ボランティアと表記していましたが、今後は“JICA海外協力隊”とします。近年、

日本社会でボランティアが一般化し、様々な場面で使われるようになる中、「途上国の

草の根レベルの開発協力の担い手であり、日本の顔の見える援助の代名詞」として、

日本と途上国の信頼の礎となっている隊員活動をより適切に表すための見直しです。

　青年海外協力隊の創設以来の、「参加者ひとり一人が高い志と世界に貢献する

気概を持ち、現地の人々と共にある中で信頼を育み、活動を通じて世界と日本を理解

する」という理念を改めて確認し、新たに「青年海外協力隊5か条」を定めました。

　　①共に暮らして心を通わせ

　　②異文化において日本の姿を知り

　　③実践のなかで世界を理解する。

　　④そして未来に続く高い志をもって

　　⑤あまねく人々と平和の道を歩む。

　時代の変化に柔軟に対応しながら、普遍的価値である「平和」の使者として、

社会に対し常に新たな視野を提供していくJICA海外協力隊を目指します。

　最後になりましたが、皆様の益々のご活躍を祈念し、JICA海外協力隊に対する

変わらぬご支援をお願い申し上げ、2018年度OB・OG向け『クロスロード』発行に

あたってのご挨拶とさせていただきます。

2018年12月
青年海外協力隊事務局長

山本美香

※1	 事業名称は引き続き「JICAボランティア事業」です。
※2	 各派遣者の呼称（青年海外協力隊、シニア海外ボランティア、日系社会青年ボランティア、日系社会シニア・ボランティア）については、これまで通り「青年海外協力隊」を核とし、
	 それ以外の３つは「シニア海外協力隊」「日系社会青年海外協力隊」「日系社会シニア海外協力隊」に変更します（2019年度2次隊以降）。

 【アンケートへのご協力のお願い】
　月刊『クロスロード』については、派遣中の隊員へのアンケ
ート結果を踏まえ、今年度から紙媒体での配布からWeb版で
の配信に移行しております。
　本OB・OG号についてもWeb化の検討を行っております
が、OB・OGの皆様に広く意見をお聞きするために、登録い
ただいているメールアドレスにアンケートを送信しています。
アンケートへのご協力よろしくお願いいたします。
　なお、当方で最新のアドレスを把握できておらず、当該メー
ルを受信されていない方におかれては、大変恐縮ですが、以
下のアドレスにご一報をお願いします。折り返し、当方からア
ンケートのお願いをお送りします。

メールアドレス：jvtpc@jica.go.jp
青年海外協力隊事務局

人材育成課
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■ アフリカ地域
国名 JV   SV 合計

ウガンダ 48 3 51
エスワティニ 4 1 5
エチオピア 43 2 45
ガーナ 46 3 49
ガボン 18 9 27
カメルーン 19 19
ケニア 41 4 45
ザンビア 80 17 97
ジブチ 10 10
ジンバブエ 10 10
スーダン 30 30
セネガル 50 2 52
タンザニア 49 2 51
ナミビア 15 15
ブルキナファソ 16 16
ベナン 41 41
ボツワナ 14 1 15
マダガスカル 26 26
マラウイ 79 1 80
南アフリカ共和国 7 7 14
モザンビーク 37 2 39
ルワンダ 34 34
レソト 1 1 2
合計 718 55 773

国名 JV SV  NJV  NSV 合計

アルゼンチン 14 5 3 22
ウルグアイ 8 8
エクアドル 42 4 46
エルサルバドル 1 1 2
ガイアナ 2 2
グアテマラ 34 3 37
コスタリカ 19 7 26
コロンビア 14 16 30
ジャマイカ 27 15 42
セントビンセント 2 2
セントルシア 8 1 9
チリ 6 6 12
ドミニカ共和国 41 9 4 1 55
ニカラグア 4 6 10
パナマ 17 1 18
パラグアイ 39 2 10 3 54
ブラジル 70 17 87
ベリーズ 14 14
ペルー 48 7 55
ボリビア 40 5 2 1 48
ホンジュラス 30 30
メキシコ 7 7
合計 386 114 91 25 616

国名 JV  SV 合計

インド 6 6
インドネシア 19 1 20
ウズベキスタン 16 8 24
カンボジア 28 15 43
キルギス 27 27
スリランカ 61 7 68
タイ 37 6 43
タジキスタン 2 2
中華人民共和国 11 11
ネパール 45 3 48
東ティモール 30 30
フィリピン 36 1 37
ブータン 29 4 33
ベトナム 45 21 66
マレーシア 20 10 30
ミャンマー 6 6 12
モルディブ 9 9
モンゴル 37 3 40
ラオス 42 7 49
合計 504 94 598

国名 JV  SV 合計

キリバス 9 9
サモア 25 1 26
ソロモン 35 7 42
トンガ 15 3 18
バヌアツ 21 5 26
パプアニューギニア 27 4 31
パラオ 12 8 20
フィジー 24 3 27
マーシャル 8 5 13
ミクロネシア 10 7 17
合計 186 43 229

■ 大洋州地域

国名  JV   SV 合計

エジプト 17 3 20
モロッコ 16 6 22
ヨルダン 34 1 35
合計 67 10 77

■ 中東地域

国名  JV  SV   合計

セルビア 2 2
合計 2 2

地域別派遣人数の割合
（4ボランティアの合計）
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JV SV NJV NSV 合計

派遣中 1,861
（813／1,048）

318
（234／84）

91
（32／59）

25
（6／19）

2,295
（1,085／1,210）

累計 44,233
（23,599／20,634）

6,411
（5,198／1,213）

1,455
（555／900）

531
（246／285）

52,630
（29,598／23,032）

都道府県名  JV  SV   NJV  NSV 合計

北海道 76 16 4 1 97
青森県 17 3 20
岩手県 14 1 1 16
宮城県 27 6 1 34
秋田県 10 1 11
山形県 15 2 2 19
福島県 32 6 38
茨城県 42 4 2 48
栃木県 30 3 1 34
群馬県 24 3 2 29
埼玉県 84 15 2 1 102
千葉県 74 12 2 1 89
東京都 209 60 8 8 285
新潟県 29 6 1 36
神奈川県 127 29 7 1 164
山梨県 13 1 14
長野県 37 3 40

分野名      JV       SV        NJV        NSV     合計

計画・行政 284 33 1 318
公共・公益事業 23 29 52
農林水産 83 22 1 106
鉱工業 22 26 48
エネルギー 1 3 4
商業・観光 43 41 84
人的資源 998 121 83 12 1,214
保健・医療 313 31 5 3 352
社会福祉 94 11 2 9 116
その他 1 1

都道府県名  JV  SV   NJV  NSV 合計

富山県 11 3 1 15
石川県 17 2 1 1 21
福井県 9 1 10
静岡県 64 7 2 2 75
岐阜県 39 3 2 44
愛知県 104 14 12 3 133
三重県 31 6 1 38
滋賀県 19 3 3 25
京都府 45 7 1 53
大阪府 119 14 7 1 141
兵庫県 93 16 5 1 115
奈良県 21 5 1 27
和歌山県 13 2 15
鳥取県 6 2 8
島根県 13 3 1 17
岡山県 40 2 1 1 44
広島県 37 10 1 48
山口県 20 6 1 27

都道府県名  JV  SV   NJV  NSV 合計

徳島県 14 2 16
香川県 12 1 2 15
愛媛県 15 3 18
高知県 8 1 1 10
福岡県 66 13 6 85
佐賀県 16 3 1 20
長崎県 33 3 1 1 38
熊本県 31 5 1 37
大分県 18 5 1 24
宮崎県 18 3 1 22
鹿児島県 40 2 2 44
沖縄県 29 3 1 33

分野別派遣人数の割合
（4ボランティアの合計）

※括弧内は男女の内訳（男性／女性）

合計

分野別
（派遣中）

出身
都道府県別
（派遣中）

派遣国別
（派遣中）

JICA海外協力隊
派遣現況
JICA海外協力隊の派遣者数の現状をまとめました。

2018年9月末現在、延べ派遣人数は5万2630人に達し、

78カ国で2295人が活動中です。

※表とグラフの数値は2018年9月末現在の人数（単位：人／延べ人数）
※JV：青年海外協力隊員 SV：シニア海外ボランティア
　NJV：日系社会青年ボランティア NSV：日系社会シニア・ボランティア
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Take-Off Interview
フロンティア人材の挑戦

 

「
3
D
プ
リ
ン
ト
義
足
」 

 

の
製
造
・
販
売
事
業
を

 

ス
タ
ー
ト

#01

力
隊
時
代
で
、
2
0
1
4
年
で
す
。
私
は
デ
ザ
イ

ン
隊
員
と
し
て
、
3
D
プ
リ
ン
タ
ー
な
ど
最
先
端

の
工
作
機
械
を
置
く
市
民
向
け
ラ
ボ
の
立
ち
上
げ

に
携
わ
っ
た
の
で
す
が
、
現
地
の
人
に
よ
く
、

「
3
D
プ
リ
ン
タ
ー
で
義
足
を
つ
く
る
こ
と
は
で
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な
い
の
か
？
」
と
聞
か
れ
た
ん
で
す
ね
。
義
足

が
簡
単
に
つ
く
れ
る
な
ら
、
価
格
も
下
が
り
、
多

く
の
人
が
買
え
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
わ
け
で

す
。
そ
こ
で
私
は
、
ラ
ボ
の
3
D
プ
リ
ン
タ
ー
で

義
足
を
試
作
し
て
み
た
ん
で
す
ね
。
す
る
と
、
義

足
製
作
に
合
っ
た
C
A
D
ソ
フ
ト
や
3
D
プ
リ
ン

タ
ー
を
開
発
す
れ
ば
、
ア
ナ
ロ
グ
の
工
法
よ
り
は

る
か
に
少
な
い
手
間
で
つ
く
れ
る
と
い
う
こ
と
が

見
え
て
き
た
。
し
か
し
当
時
は
、
た
と
え
公
益
性

の
高
い
目
的
で
あ
っ
て
も
、
C
A
D
ソ
フ
ト
や

3
D
プ
リ
ン
タ
ー
の
開
発
資
金
を
支
援
し
て
く
れ

る
よ
う
な
公
的
サ
ー
ビ
ス
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
な
ら
ば
、
協
力
隊
の
任

期
を
終
え
た
後
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
取
り
組
ん

で
み
よ
う
と
考
え
た
の
で
し
た
。

—
—

そ
の
後
、
実
際
に
起
業
す
る
ま
で
は
ど
の
よ

う
な
道
の
り
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

德
島　

帰
国
後
は
ま
ず
、
知
人
が
経
営
す
る
会
社

に
受
け
入
れ
て
い
た
だ
き
、
そ
こ
で
義
足
製
作
用

の
C
A
D
ソ
フ
ト
や
3
D
プ
リ
ン
タ
ー
の
開
発
、

そ
れ
と
同
時
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
事
業
開
始
に
必

要
な
調
査
や
検
証
な
ど
を
進
め
ま
し
た
。
調
査
や

検
証
に
は
J
I
C
A
の
「
中
小
企
業
海
外
展
開
支

援
事
業
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
独
立
し
て
会
社
を
立
ち
上
げ
た
の

は
昨
年
３
月
で
す
。

—
—

会
社
経
営
は
初
め
て
で
す
か
。

德
島　

協
力
隊
に
参
加
す
る
前
に
、
ベ
ン
チ
ャ
ー

起
業
で
6
年
ほ
ど
経
営
に
か
か
わ
っ
て
い
た
ほ

か
、
4
年
ほ
ど
ウ
ェ
ブ
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る
仕
事

を
個
人
事
業
主
と
し
て
や
っ
て
い
ま
す
が
、
自
分

が
代
表
と
な
り
、
人
を
雇
用
し
て
会
社
を
経
営
す

業
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
キ
ャ
リ
ア
が
あ
り
ま
す
の
で
、

C
A
D
ソ
フ
ト
や
3
D
プ
リ
ン
タ
ー
の
開
発
な
ど

は
自
分
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
ほ
か
の
財
務

や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
A
I
開
発
と

い
っ
た
業
務
に
関
し
て
は
、
専
門
性
を
持
っ
た

方
々
に
担
当
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
パ
ー
ト

タ
イ
ム
や
副
業
と
し
て
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
方
も
い
る
の
で
す
が
、
弊
社
は
「
ス＊
４

タ
ー
ト
ア

ッ
プ
」
と
呼
ば
れ
る
タ
イ
プ
の
企
業
な
の
で
、
報

酬
を
現
金
だ
け
で
な
く
ス＊
５

ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
を

付
与
す
る
形
に
さ
せ
て
も
ら
う
な
ど
工
夫
す
る
こ

と
で
、
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
日
本
人
ス
タ
ッ
フ
は
、
起
業
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
や
Y
o
u
T
u
b
e
な
ど
で
私
が
発
信
し
た
事

業
内
容
に
賛
同
し
、
集
ま
っ
て
く
れ
た
人
が
ほ
と

ん
ど
で
す
。

—
—

起
業
の
構
想
を
持
ち
始
め
た
の
は
い
つ
ご

ろ
で
し
ょ
う
か
。

德
島　

3
D
プ
リ
ン
ト
義
足
に
着
目
し
た
の
は
協

る
と
い
う
の
は
初
め
て
で
す
。
弊
社
は
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
の
専
門
家
が
集
ま
っ
た
チ
ー
ム
で
す
の

で
、
C
E
O
と
し
て
彼
ら
と
し
っ
か
り
議
論
し
て

い
く
た
め
に
は
、
自
分
自
身
も
す
べ
て
の
分
野
に

つ
い
て
勉
強
し
つ
つ
、
彼
ら
へ
の
リ
ス
ペ
ク
ト
も

忘
れ
て
は
い
け
な
い
。
そ
う
い
う
大
変
さ
は
あ
り

ま
す
が
、
せ
っ
か
く
協
力
隊
で
大
き
な
仕
事
を
経

験
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
か
ら
に
は
、
社
会
課
題
を

解
決
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
を
フ
ァ
ミ
リ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
な

ど
小
さ
な
規
模
で
や
る
必
要
は
な
い
か
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。
と
い
う
の
も
、
協
力
隊
と
し
て
派
遣

さ
れ
て
い
る
間
、
そ
の
国
の
社
会
課
題
を
目
の
当

た
り
に
し
、
小
さ
な
規
模
の
取
り
組
み
で
は
い
つ

ま
で
経
っ
て
も
そ
の
解
決
に
は
至
ら
な
い
こ
と
を

経
験
を
通
し
て
十
分
に
理
解
し
た
か
ら
で
す
。
フ

ィ
リ
ピ
ン
の
例
で
言
う
と
、
義
足
を
必
要
と
す
る

人
は
1
2
0
万
人
以
上
に
上
り
、
そ
の
う
ち
義
足

が
買
え
る
人
は
わ
ず
か
数
万
人
と
い
う
状
態
な
ん

で
す
ね
。
そ
う
し
た
社
会
課
題
に
真
剣
に
向
き
合

お
う
と
す
る
な
ら
ば
、
小
さ
く
、
気
楽
に
や
る
と

い
う
選
択
肢
を
選
ぶ
必
要
は
な
い
。
こ
れ
は
、
私

が
協
力
隊
で
得
る
こ
と
が
で
き
た
マ
イ
ン
ド
セ
ッ

ト
の
ひ
と
つ
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

—
—

事
業
の
今
後
の
見
通
し
は
？

德
島　

ま
ず
は
10
台
ほ
ど
の
3
D
プ
リ
ン
タ
ー
を

備
え
た
デ
ジ
タ
ル
義
足
製
作
所
を
マ
ニ
ラ
に
つ
く

り
、
現
地
の
営
業
員
と
義
肢
装
具
士
が
病
院
を
回

っ
て
の
営
業
活
動
を
始
め
る
予
定
で
す
。
ソ
ケ
ッ

ト
を
患
者
さ
ん
が
痛
み
を
感
じ
ず
快
適
な
状
態
に

ま
で
仕
上
げ
る
に
は
、
3
D
プ
リ
ン
タ
ー
で
出
力

し
た
も
の
を
再
加
工
し
て
い
く
と
い
う
作
業
が
必

要
な
の
で
す
が
、
義
足
の
製
作
実
績
が
1
0
0
0

件
程
度
に
ま
で
達
し
た
ら
、
そ
れ
ら
で
得
た
デ
ー

タ
を
も
と
に
、「
こ
の
よ
う
な
断
端
な
ら
ば
、
こ

の
よ
う
な
ソ
ケ
ッ
ト
の
形
状
が
い
い
」
と
い
う
形

状
の
レ
コ
メ
ン
ド
を
A
I
に
さ
せ
る
よ
う
に
す
る

つ
も
り
で
す
。そ
う
す
る
と
製
作
の
手
間
が
減
り
、

—
—

経
営
さ
れ
て
い
る
イ
ン
ス
タ
リ
ム
株
式
会

社
の
事
業
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

德
島　

C＊２
A
D
ソ
フ
ト
と
3
D
プ
リ
ン
タ
ー
を
使

っ
て
製
作
し
た
「
3
D
プ
リ
ン
ト
義
足
」
を
途
上

国
で
販
売
す
る
事
業
で
す
。従
来
の
義
足
製
作
は
、

た
と
え
ば
断
端
（
脚
の
切
断
部
分
）
を
収
め
る

「
ソ
ケ
ッ
ト
」
と
い
う
部
品
の
型
を
石
膏
で
採
る

な
ど
、
非
常
に
多
く
の
手
間
が
か
か
っ
て
い
た
ん

で
す
ね
。
そ
の
た
め
、
ど
ん
な
に
安
く
て
も
30
万

円
程
度
を
下
回
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
で
し
た
。
そ

れ
に
対
し
、
3
D
ス
キ
ャ
ン
し
た
断
端
の
デ
ー
タ

を
も
と
に
C
A
D
ソ
フ
ト
で
ソ
ケ
ッ
ト
を
設
計

し
、
3
D
プ
リ
ン
タ
ー
で
出
力
す
る
と
い
っ
た
弊

社
の
工
法
で
は
、
3
〜
5
万
円
の
価
格
帯
が
可
能

に
な
り
ま
す
。
現
在
、
J
E
T
R
O
の
日＊
３

A
S
E
A
N
新
産
業
創
出
実
証
事
業
に
採
択
さ
れ

た
取
り
組
み
と
し
て
、
事
前
の
実
証
実
験
を
フ
ィ

リ
ピ
ン
で
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
来
年
の
2
月

ご
ろ
に
は
事
業
が
ス
タ
ー
ト
す
る
見
込
み
で
す
。

—
—

会
社
は
ど
の
よ
う
な
体
制
に
な
っ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
？

德
島　

現
在
、
ス
タ
ッ
フ
は
私
を
入
れ
て
7
人
の

体
制
で
、
日
本
人
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
義
肢
装
具

士
が
1
人
ず
つ
い
ま
す
。
私
は
エ
ン
ジ
ニ
ア
や
産

3Dプリンターでつくる義足を途上国で販
売する事業と、日本国内でのIターン就農。
それぞれの分野で帰国後に新たな道を切
り開き始めたOB・OGたちに、現在の仕事
について話をうかがった。

德島 泰さん
フィリピン・デザイン・2012年度1次隊
インスタリム株式会社 代表取締役CEO

Tokushima Yutaka

とくしま・ゆたか●1978年生まれ、京
都府出身。システムエンジニアや産業
デザイナーとして、コンピュータ部品
のベンチャー企業や大手医療機器
メーカーに勤務した後、2012年6月、
協力隊員としてフィリピンに赴任。貿
易産業省ボホール州事務所に配属さ
れ、同国初とのなるFabLab（＊1）の
設立支援に取り組む。14年12月に帰
国。17年、合同会社インスタリムを設
立。18年4月に株式会社化し、代表取
締役CEOに就任。

価
格
を
さ
ら
に
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
途

上
国
の
よ
り
多
く
の
人
が
入
手
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
そ
の
あ
た
り
ま
で
進
ん

だ
ら
、
次
は
人
口
が
多
い
イ
ン
ド
で
事
業
を
開
始

す
る
予
定
で
す
。
し
か
し
、
目
標
は
「
す
べ
て
の

人
が
義
足
を
手
に
入
れ
ら
れ
る
世
界
の
実
現
」。

そ
こ
に
向
か
っ
て
少
し
ず
つ
事
業
地
を
広
げ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

フィリピンでの事業開始に向けて試作した義足を装着する患者

インスタリム株式会社
https://www.instalimb.com

設　　立：2017年3月31日（前身の合同会社として）
代 表 者：德島 泰（代表取締役CEO）
所 在 地：東京都世田谷区池尻2-4-5
  （世田谷ものづくり学校内）
事業内容：3Dプリント義足の開発・製造・販売

6ク ロ ス ロ ー ド  2 0 1 87 ク ロ ス ロ ー ド  2 0 1 8

＊1FabLab…「Fabrication Laboratory」の略。ファ
ブラボ。インターネットで世界的にネットワーク化さ
れた3Dプリンターやレーザーカッターなどの工作
機械を備え、市民に開放されたものづくりラボ。

＊2CADソフト…コンピュータによる設計（CAD／キャ
ド）のためのソフトウェア。

＊3日ASEAN新産業創出実証事業…ASEANにおけ
る日本企業の市場獲得の支援を目的に、新産業創
出のための実証事業などを行うプログラム。JETRO

（独立行政法人日本貿易振興機構）が運営を受託し
ている。

＊4スタートアップ…新しい事業領域の開拓を目指す企
業。事業が軌道に乗った後の急成長が見込まれる。

＊5ストックオプション…自社株をあらかじめ決められ
た価格で購入できる権利。
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O
B・
O
G
夫
婦
で
I
タ
ー
ン
し

 
複
合
的
農
業
を

 
ス
タ
ー
ト

#02

て
い
ま
す
。

—
—

就
農
は
い
つ
考
え
始
め
た
の
で
し
ょ
う
か
。

五
十
嵐　

協
力
隊
の
任
期
を
終
え
た
時
点
で
は
就

農
す
る
つ
も
り
は
な
く
、
私
は
千
葉
の
乳
業
メ
ー

カ
ー
に
再
就
職
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
結
婚
を

決
め
、
2
人
で
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
話
し
合
う
な

か
で
、
キ
ル
ギ
ス
の
農
家
と
似
た
よ
う
な
暮
ら
し

を
し
て
み
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
新
規
就
農
を
考

え
始
め
ま
し
た
。

—
—

カ
レ
ン
デ
ュ
ラ
を
メ
イ
ン
の
作
物
と
す
る

こ
と
を
選
ん
だ
理
由
は
？

五
十
嵐　

私
は
大
学
で
畜
産
を
学
ん
で
い
る
の

で
、
最
初
は
北
海
道
で
肉
牛
の
飼
育
を
中
心
と
し

た
複
合
的
農
業
を
や
り
た
い
と
考
え
た
ん
で
す

ね
。
そ
う
し
て
、
妻
と
と
も
に
浦
河
町
に
移
り
住

み
、
妻
が
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
し
て
活
動
す

る
一
方
、
私
は
黒
毛
和
牛
の
畜
産
農
家
で
1
年
ほ

ど
研
修
を
受
け
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
町
内
で

売
っ
て
も
ら
え
る
土
地
は
何
千
万
円
も
す
る
広
大

な
土
地
ば
か
り
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
浦
河
町
で

の
就
農
は
断
念
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
何
を
メ
イ

ン
に
す
る
か
を
あ
ら
た
め
て
検
討
し
た
の
で
す

が
、
そ
こ
で
着
目
し
た
の
が
、
キ
ル
ギ
ス
の
任
地

で
食
用
や
薬
用
と
し
て
よ
く
売
ら
れ
て
い
た
カ
レ

ン
デ
ュ
ラ
で
し
た
。
調
べ
て
み
る
と
、
日
本
で
は

仏
花
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
が
も
っ
ぱ
ら
で
、
食

用
や
薬
用
に
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
い
。
な
ら
ば
、

仏
花
以
外
の
用
途
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
新
た

な
市
場
が
開
拓
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
、

メ
イ
ン
の
作
物
と
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

—
—

実
際
に
就
農
す
る
ま
で
、
ど
の
よ
う
な
プ
ロ

セ
ス
を
辿
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

五
十
嵐　

カ
レ
ン
デ
ュ
ラ
づ
く
り
の
研
修
が
受
け

ら
れ
る
と
こ
ろ
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
探
し
た
の

で
す
が
、
そ
こ
で
見
つ
け
た
の
が
、
南
房
総
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
さ
れ
て
い
た
私
の
師
匠
で

し
た
。
面
接
を
受
け
、
受
け
入
れ
て
い
た
だ
け
る

と
い
う
3
つ
が
主
な
販
路
で
す
。
観
光
客
が
通
る

海
岸
沿
い
の
道
に
は
、
か
つ
て
土
産
物
店
だ
っ
た

ス
ペ
ー
ス
を
借
り
て
直
販
店
を
構
え
て
い
る
の
で

す
が
、
閑
散
期
は
人
が
通
ら
ず
、
テ
ナ
ン
ト
料
も

売
り
上
げ
に
連
動
し
た
金
額
と
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
の
で
、
現
在
は
暖
か
い
観
光
シ
ー
ズ
ン
だ
け

開
け
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

—
—

農
業
の
や
り
方
で
特
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る

点
な
ど
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

五
十
嵐　

私
た
ち
は
協
力
隊
時
代
、
キ
ル
ギ
ス
の

同
じ
州
で
暮
ら
し
た
の
で
す
が
、
そ
こ
で
は
、
牛

や
羊
を
飼
い
、
そ
の
糞
を
使
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
作

物
を
育
て
る
と
い
う
複
合
的
な
農
業
を
、
こ
ぢ
ん

ま
り
し
た
規
模
で
営
む
と
い
う
の
が
一
般
的
で
し

た
。
自
然
に
負
担
が
か
か
ら
な
い
そ
う
し
た
農
業

の
あ
り
方
に
魅
力
を
感
じ
、
日
本
で
そ
れ
を
実
践

し
て
み
た
い
と
い
う
の
が
、
就
農
す
る
道
を
選
ん

だ
そ
も
そ
も
の
動
機
で
す
。
で
す
の
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
作
物
を
育
て
る
こ
と
、
あ
る
い
は
地
元
で
手

に
入
る
海
藻
や
馬
糞
な
ど
を
肥
料
に
し
て
、
な
る

べ
く
農
薬
を
使
わ
な
い
こ
と
な
ど
に
は
こ
だ
わ
っ

と
決
ま
っ
た
の
で
、妻
と
と
も
に
こ
こ
に
移
住
し
、

弟
子
入
り
し
ま
す
。
市
か
ら
私
に
毎
月
５
万
円
、

師
匠
に
は
３
万
円
が
支
払
わ
れ
る
と
い
う
、
新
規

就
農
の
促
進
を
目
的
と
し
た
市
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

し
た
。

—
—

独
立
に
あ
た
っ
て
の
苦
労
は
？

五
十
嵐　

新
規
就
農
の
た
め
の
研
修
は
、
師
匠
の

田
畑
で
農
作
業
を
手
伝
い
な
が
ら
学
び
、
独
立
す

る
と
き
に
は
自
分
で
農
地
を
探
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
の
が
一
般
的
で
す
。
し
か
し
、「
素

性
の
よ
く
わ
か
ら
な
い
人
に
は
農
地
を
貸
し
た
く

な
い
」
と
い
う
農
家
も
多
く
、
I
タ
ー
ン
就
農
を

目
的
に
研
修
を
受
け
た
も
の
の
、
農
地
が
得
ら
れ

な
く
て
就
農
を
断
念
す
る
と
い
う
ケ
ー
ス
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
、
私
の
師
匠
は
先
々
を
よ

く
考
え
て
く
れ
る
方
で
、「
就
農
す
る
な
ら
、
1

年
目
か
ら
勝
負
し
た
ほ
う
が
い
い
」
と
言
っ
て
、

私
た
ち
の
た
め
に
畑
を
借
り
、
研
修
の
冒
頭
か
ら

自
力
で
の
生
産
に
挑
戦
さ
せ
て
く
だ
さ
っ
た
ん
で

す
ね
。
そ
の
た
め
、
研
修
が
終
わ
っ
た
今
年
8
月

以
降
も
、
同
じ
畑
を
そ
の
ま
ま
借
り
続
け
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
、
独
立
に
あ
た
っ
て
の
苦
労
は
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

—
—

協
力
隊
の
経
験
は
、
そ
の
後
の
生
き
方
に
ど

の
よ
う
な
影
響
が
あ
り
ま
し
た
か
。

五
十
嵐　

新
規
就
農
者
を
呼
び
こ
む
た
め
、
町
役

場
が
生
産
す
る
品
目
を
決
め
、
そ
の
開
始
に
向
け

た
お
膳
立
て
を
す
る
と
い
う
こ
と
も
多
く
、
そ
う

し
た
町
役
場
主
導
の
新
規
就
農
の
ほ
う
が
日
本
で

は
人
気
で
す
。先
々
の
不
安
が
少
な
い
か
ら
で
す
。

し
か
し
私
た
ち
は
、い
つ
、何
を
つ
く
る
か
、す
べ

て
を
自
分
で
考
え
る
と
い
う
道
を
と
り
ま
し
た

た
。
そ
の
決
断
が
で
き
た
の
は
、　

協
力
隊
経
験

に
よ
っ
て
、
先
々
に
つ
い
て
「
な
ん
と
か
な
る
」

と
楽
観
的
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
か
ら
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。「
自
分
で
す
べ
て

を
考
え
る
」
と
い
う
の
は
、
リ
ス
ク
も
す
べ
て
自

※
お
話
は
大
介
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。

—
—

生
産
し
て
い
る
品
目
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

五
十
嵐　

メ
イ
ン
は
、
こ
の
南
房
総
市
が
国
内
で

生
産
量
第
一
位
で
あ
る
カ＊

レ
ン
デ
ュ
ラ
と
い
う
花

で
す
。
同
じ
よ
う
に
こ
こ
で
生
産
が
盛
ん
な
ソ
ラ

マ
メ
、エ
ダ
マ
メ
、食
用
の
菜
の
花
、コ
メ
な
ど
に

も
力
を
入
れ
て
い
る
ほ
か
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
や
バ
ジ

ル
、
あ
る
い
は
キ
ル
ギ
ス
の
料
理
に
よ
く
入
っ
て

い
た
ビ
ー
ツ
と
い
う
実
物
野
菜
な
ど
、
と
に
か
く

興
味
を
持
っ
た
品
目
を
い
ろ
い
ろ
と
試
し
て
い
ま

す
。
作
物
は
そ
の
ま
ま
販
売
す
る
だ
け
で
な
く
、

加
工
し
て
販
売
す
る
と
い
う
こ
と
も
し
て
お
り
、

形
が
悪
い
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
規
格
外
品
は
ソ
ー
ス
な

ど
に
加
工
し
て
い
ま
す
し
、
カ
レ
ン
デ
ュ
ラ
を
材

料
と
し
た
石
け
ん
や
リ
ッ
プ
ク
リ
ー
ム
な
ど
の
コ

ス
メ
商
品
も
出
し
て
い
ま
す
。

—
—

販
売
は
ど
の
よ
う
な
ル
ー
ト
で
？

五
十
嵐　

現
在
は
農
協
と
道
の
駅
、
ネ
ッ
ト
販
売

五十嵐 大介さん
キルギス・家畜飼育・2009年度3次隊
農園「ベレケの村」代表

Igar ashi  Daisuke

いがらし・だいすけ●1984年生まれ、
兵庫県出身。酪農学園大学を卒業後、
食品会社に技術職として勤務。2010
年1月、協力隊員としてキルギスに赴
任。イシククリ州内の県役場に配属さ
れ、地域の農家を対象に、家畜飼養管
理の現状に関する調査や助言などに
取り組む。12年1月に帰国。乳業メー
カー勤務などを経て、2016年5月、妻・
早矢加さんとともに千葉県南房総市
に移住し、就農。

いがらし・さやか●1984年生まれ、
奈良県出身。関西学院大学商学部を
卒業後、商用自動車メーカーに勤務。
2011年1月、協力隊員としてキルギス
に赴任。イシククリ州内の県役場に配
属され、一村一品運動の支援に取り
組む。13年1月に帰国した後、北海道
浦河町に地域おこし協力隊員として
着任。特産品の開発などに取り組む。
2016年5月、夫・大介さんとともに千
葉県南房総市に移住し、就農。

分
で
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
な
の

で
大
変
で
す
が
、
や
は
り
、
会
社
員
時
代
に
は
味

わ
え
な
か
っ
た
醍
醐
味
が
あ
り
ま
す
ね
。

—
—

今
後
の
見
通
し
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

五
十
嵐　

ま
ず
は
安
定
し
た
収
入
が
得
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
の
が
先
決
で
す
。
師
匠
に
は
「
続
け
て

い
れ
ば
、
生
産
は
徐
々
に
う
ま
く
な
っ
て
い
く
の

で
心
配
な
い
。
む
し
ろ
、
あ
な
た
た
ち
の
よ
う
な

若
い
新
規
就
農
者
の
頭
の
使
い
所
は
『
売
り
方
』

を
考
え
る
こ
と
だ
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

地
域
の
農
家
の
販
路
は
主
に
農
協
で
す
が
、
ネ
ッ

ト
販
売
な
ど
の
小
売
の
ほ
う
が
利
益
率
は
高
い
。

そ
の
た
め
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
工

夫
す
る
な
ど
し
て
「
ベ
レ
ケ
の
村
」
と
い
う
私
た

ち
の
屋
号
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
力
を
入
れ
て
お

り
、
そ
う
し
た
努
力
は
今
後
も
続
け
て
い
く
つ
も

り
で
す
。

　

そ
う
し
て
農
業
自
体
が
軌
道
に
乗
っ
た
ら
、
都

市
部
の
人
た
ち
に
農
業
体
験
の
機
会
を
提
供
し
、

農
を
と
お
し
て
人
々
が
つ
な
が
る
場
と
な
れ
る
よ

う
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
運
営
な
ど
に
も
手
を
広
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今年の秋にネット販売した詰め合わせ商品の中身。トマトの
加工品3点（ソース、ドレッシング、ジャム）、コメ（ひとめぼ
れ）、サツマイモ

農園「ベレケの村」
http://www.berekenomura.com/

開　　園：2016年8月
代 表 者：五十嵐大介
所 在 地：千葉県南房総市白浜町
事業内容：農産物の生産・加工・販売
ショップ：千葉県南房総市白浜町白浜623-14
  （金・土・日・祝日の10：30〜15：00）

五十嵐 早矢加さん（　）
キルギス・村落開発普及員・2010年度3次隊
農園「ベレケの村」副代表

Igar ashi  S ay aka

旧姓・
嶋田
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＊カレンデュラ…ヨーロッパ原産のキク科の草花。和名はキンセンカ。開花は春で、色はオレンジ色
や黄色。日本では主に仏花として、ヨーロッパでは主に民間薬として使われる。



■俳優の斎藤工さんが
JICA海外協力隊の活動を紹介
2018年3月25日、俳優の斎藤工さんがJICA海外協力隊の
「今」を追う旅に出るテレビ番組「いつか世界を変える力に
なる」の第2弾がBSフジで放送されました。斎藤さんが訪
れたのは、二本松訓練所で訓練中のJICA海外協力隊候補
生たちとパラグアイの派遣中隊員。この番組は、「YouTube
／JICA青年海外協力隊事務局公式チャンネル」（URLは裏
表紙をご覧ください）で公開中です。

■「JICAボランティア募集事務局」の設置
2018年度春募集より、JICA海外協力隊への参加に関する
疑問・不安の解消を手伝う専属の「JICAボランティア募集
事務局」を設置し、情報を提供しています。それに伴い、2
月23日にJICA海外協力隊ウェブサイトを改修しました。同
ウェブサイトでは「お気軽質問窓口」「WEB説明会」「OB/
OGのビデオ相談」などの新たなコンテンツが導入されまし
た。

JICA海外協力隊ウェブサイト
https://www.jica.go.jp/volunteer/ ■人件費補てん制度の廃止

2018年度春募集より人件費補てん制度が廃止され、2018
年度秋募集から新たに現職参加促進費が導入されまし
た。

■「全国説明会キャラバン」が始動
2018年3月10日より、JICAボランティア募集事務局が運営
する「全国説明会キャラバン」が開始されました。参加者の
不安や疑問などについて、JICA海外協力隊経験者が答える
座談会も組み込まれています。年間を通じて、全国約50カ
所で順次開催されています。

■呼称と種類の変更
2018年度秋募集合格者より、「JICAボランティア」という総
称を「JICA海外協力隊」に改めました。また、従来の年齢区
分に代えて、専門性による区分が導入され、青年海外協力
隊以外は呼称も変更されます。概要は以下のとおりです。

■『クロスロード』誌のウェブ公開がスタート
2018年11月号より、『クロスロード』誌の通常号をJICA海
外協力隊のウェブサイト内で公開することになりました。

https://www.jica.go.jp/volunteer/outline/
publication/pamphlet/crossroad/index.html

■隊旗デザインをJOCVのシンボルマークに
青年海外協力隊訓練所ではおなじみの「隊旗」のデザイン
を、このたび改めてJOCVのシンボルマークとして制定しまし
た。今後は、広報パンフレットやウェブサイトなどで積極的に
活用していきます。また、2018年度2次隊より、派遣前訓練の
修了時にシンボルマークのバッジを配布します。

JICAボランティア
事業の動き
JICAボランティア事業に関するこの1年の主な変更点をまとめました。

20〜45歳 46〜69歳

一般案件
※幅広い技能・経験で応募可能。
※応募は「職種」に対して行う。

青年海外協力隊
／

日系社会青年海外協力隊

海外協力隊
／

日系社会海外協力隊

シニア案件
※一定以上の経験・技能が求められる。
※応募は「案件」に対して行う。

シニア海外協力隊
／

日系社会シニア海外協力隊

案件区分 対象年齢
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募集時期 ボランティア種別 応募者数（人） 合格者数（人）

2017年度
秋募集

青年海外協力隊／
日系社会青年ボランティア 1235 540

シニア海外ボランティア 564 89

2018年度
春募集

青年海外協力隊／
日系社会青年ボランティア 1072 513

シニア海外ボランティア／
日系社会シニア・ボランティア 250 32

合計 3121 1174

周年 派遣国

50周年（1968年派遣開始） エルサルバドル（JV）

40周年（1978年派遣開始） パラグアイ（JV）、ボリビア（JV）

30周年（1988年派遣開始） インドネシア（JV）、ブータン（JV）、
バヌアツ（JV）

20周年（1998年派遣開始） インドネシア（SV）、フィジー（SV）

10周年（2008年派遣開始） キリバス（JV）、ガイアナ（SV）

■応募者数／合格者数
 （2017年度秋・2018年度春）

■派遣開始から節目を迎えた国々
2018年にJICA海外協力隊の派遣開始から節目の年を迎えたのは
以下の国々です。

募 集

制 度

広 報
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JICA海外協力隊のOB・OGや
関係者に関連する
ニュースの一部を紹介します。

映像隊員OGが
「地方公務員アワード2018」を受賞

電話線路隊員OBが
「日本ITU協会賞」を受賞

　　

　　

TOPIC

02
2018

TOPIC

01
2018

む」「ドラマ仕立てにする」といった方法です。その経験
が、『おいでよ！ふくい』の動画制作でテンポの良さや見
やすさを意識することにつながっています。
　SNSへの投稿は、写真と動画を合わせると年間200
回を超えます。県内各地を飛び回ってこれほどの量の取
材を行うには、物怖じせず現場に飛び込んでいく行動力
や社交性が必要ですが、それが培われたのも協力隊経
験を通じてでした。
　今後も、地域とのかかわりあいを大切にしながら業務
にあたり、ふるさとに貢献していきたいと思っています。

ちました。他国の方 と々仕事を行う際、合意を取り付けなが
ら進めることがいかに重要であるかを学べていたからです。
　BHNテレコム支援協議会に移ってからは、インフラが整
わないミャンマーのエーヤワディ地域で、住民に情報を伝
達するシステムの設置やハザードマップの作成・設置に携
わっています。同地域は、商用電力などの基本的なインフ
ラがない環境が私の協力隊時代のケニアと似ているため、
自信を持って業務にあたることができています。今後は、
同地域での実績を国内の他地域に水平展開するなど、し
ばらくは現役で努力していきたいと思っています。

　他の受賞者は素晴らしい功績をあげている方ばかり
なので恐縮しています。しかし、自分がやってきた仕事、
完全自主制作でコンスタントにPR動画を制作・配信す
るという仕事は、自治体職員として誰も成し得なかった
ことなのだと、あらためて自信を持ちたいと思いました。
　協力隊員としてマラウイで制作していた動画はマラリ
アやHIV／エイズの予防啓発ツールでしたが、住民の識
字率や情報媒体の訴求スタイルが日本とは違うなか、そ
れを考慮した新たな演出方法を学ぶことができました。

「ミュージックビデオのようにBGMをふんだんに盛り込

　今回の受賞は、途上国で地道に仕事をしてきたことを評
価していただいたものと感謝しています。
　協力隊時代、私はケニア全土の電気通信網設備の計画・
設計・実施を任されました。そうした大規模な業務を1人で
任されるというのは私にとって初めての経験であり、勉強に
明け暮れる毎日でした。一方、ケニア人とのコミュニケーショ
ンにも積極的にトライし、彼らから生活の知恵を教わってい
きました。そうして２年間、途上国で現地の人と仕事を共に
した経験は、後に会社員として海外事業に参画し、現地企
業とのジョイント・オペレ―ションを進めるうえで大変役立

受賞の言葉 受賞の言葉
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東京オリンピック･パラリンピック
競技大会組織委員会で協力隊OB・OGが活躍

歴代剣道隊員のカウンターパートが
外務大臣表彰を受賞

食品加工隊員OGが
「食生活ジャーナリスト大賞」を受賞　

2
年
後
に
迫
っ
た
東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
。オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
体
制

の
中
心
と
な
っ
て
大
会
の
準
備
・
運
営
に
関
す
る
事
業

を
担
う
公
益
財
団
法
人
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
･
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
組
織
委
員
会
（
東
京
2
0
2
0

組
織
委
員
会
）に
は
、昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
協
力
隊

O
B
・
O
G
た
ち
が
入
職
し
た
。他
国
・
他
地
域
の
国

内
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（
N
O
C
）や
国
内
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（
N
P
C
）と
の
間
の
調
整
、あ
る
い

は
言
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
選
手
団
に
付
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
募
集
・
育
成
な
ど
を
所
掌
す
る
「
国
際
局
」を
は
じ

め
と
す
る
部
署
で
、協
力
隊
経
験
で
培
っ
た
語
学
力
や

異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
を
発
揮
し
た

活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

日
本
と
諸
外
国
の
友
好
親
善
に
顕
著
な
功
績
が
あ
っ

た
個
人
・
団
体
を
顕
彰
す
る
外
務
大
臣
表
彰
。今
年
度

は
、1
9
9
4
年
か
ら
6
代
に
わ
た
っ
て
剣
道
隊
員
が

派
遣
さ
れ
た
ブ
ル
ガ
リ
ア
剣
道
連
盟
の
会
長
、ア
レ
ク

サ
ン
ダ
ル
・
ア
ラ
バ
ジ
ィ
ス
キ
さ
ん
（
48
）が
受
賞
し
た
。

　

1
9
8
9
年
の
東
欧
諸
国
の
体
制
転
換
に
よ
り
、そ

れ
ま
で
禁
止
さ
れ
て
い
た
空
手
以
外
の
武
道
が
自
由
に

行
え
る
よ
う
に
な
っ
て
ま
も
な
い
時
期
に
、ア
ラ
バ
ジ

ィ
ス
キ
さ
ん
は
首
都
ソ
フ
ィ
ア
に
道
場
を
創
設
。93
年

に
は
当
時
の
会
長
ら
と
と
も
に
ブ
ル
ガ
リ
ア
剣
道
連
盟

を
立
ち
上
げ
、97
年
に
会
長
に
就
任
す
る
。以
来
、今
日

ま
で
同
国
の
剣
道
界
を
牽
引
し
て
き
た
。連
盟
の
歩
み

に
寄
り
添
っ
て
き
た
歴
代
の
剣
道
隊
員
た
ち
に
つ
い

て
、ア
ラ
バ
ジ
ィ
ス
キ
さ
ん
は
こ
う
振
り
返
る
。

 

「
剣
道
に
お
け
る
彼
ら
の
真
摯
な
姿
勢
に
、私
た
ち
は

『
感
染
』し
て
き
ま
し
た
。自
分
に
問
い
を
投
げ
か
け
、そ

の
答
え
を
探
る
、あ
る
い
は
目
標
を
設
定
し
、そ
の
達
成

に
向
け
て
努
力
す
る
。そ
う
し
た
剣
道
の
真
正
な
精
神

こ
そ
、彼
ら
か
ら
学
ん
だ
も
っ
と
も
大
切
な
も
の
で
す
」

　

昨
年
、東
欧
の
剣
士
と
し
て
初
め
て
念
願
の
七
段
を

取
得
し
た
ア
ラ
バ

ジ
ィ
ス
キ
さ
ん
。

「
今
後
も
、生
涯
剣

道
の
稽
古
が
続
け

ら
れ
る
よ
う
健
康

に
留
意
し
、多
く

の
若
者
に
剣
道
の

魅
力
を
伝
え
て
い

き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
」と
抱
負

を
語
る
。

　　

TOPIC

04
2018

TOPIC

05
2018

TOPIC

03
2018

重ね始めたのはその時期でした。帰国後に就職した日
本ケロッグでも、広報用のニュースレターの制作に従事
し、在職中、11年間で合計1305号をひとりで発行。「⾷
品ロス問題」の情報を発信する今の仕事も、協力隊時
代から続く習慣の延長にほかなりません。
 「⾷品ロス」の削減については、「持続可能な開発目標

（SDGs）」でも具体的な数値目標が盛り込まれていま
す。世界共通のこの社会課題の解決に向け、今後も現
場に足を運んで「書いて伝えていくこと」を続けていき
たいと考えています。

　今回の受賞で、私の地道な情報発信を見て、評価して
くださる方がいらっしゃるのだとうれしく思いました。
　私は協力隊時代、フィリピンのニュースや自分の活動
を紹介する手書きの新聞「パル通信」を毎月つくり、日
本の友人や世界に散らばる同期隊員たちにコピーを送っ
ていました。この取り組みには、日本との文化の違いに
戸惑ったり、活動がうまくいかなくて落ち込んだりする
ことがあっても、記事として書くことで自分が置かれた
状況を客観的に見られるようになるというメリットもあ
りました。今思えば、「書いて伝える」ということを積み

受賞の言葉



梅
本
（
司
会
）　

J
I
C
A
海
外
協
力
隊
の
経
験
が
、

今
日
の
日
本
の
教
育
現
場
で
日
々
ど
の
よ
う
に
生
き

て
い
る
の
か
。
実
践
事
例
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
皆

さ
ん
が
感
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
お
伺
い
で
き
れ
ば

と
思
い
、
教
員
と
し
て
働
く
、
働
い
て
い
た
O
B
・

O
G
（
以
下
、
教
員
O
V
）
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
ず
、
皆
さ
ん
が
現
在
の
お
仕
事
の
中
で

協
力
隊
経
験
を
生
か
し
て
い
る
事
例
を
教
え
て
い
た

だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

柚
木
園　

私
は
現
職
教
員
特
別
参
加
制
度
を
利
用

し
、
音
楽
隊
員
と
し
て
ベ
リ
ー
ズ
に
派
遣
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
4
月
か
ら
職
場
に
復
帰
し
、
横
浜
市
の
小

学
校
で
4
年
生
の
担
任
を
し
て
い
ま
す
。
復
帰
し
て

間
も
な
い
た
め
、
具
体
的
に
協
力
隊
活
動
を
生
か
し

た
取
り
組
み
は
ま
だ
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
私
自
身

の
変
化
が
子
ど
も
た
ち
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
実

感
す
る
場
面
が
3
つ
あ
り
ま
し
た
。

　

1
つ
目
は
、私
自
身
が
大
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
の
多
様
な
個
性
を
認
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
で
す
。
ベ
リ
ー
ズ
の
人
と
か
か
わ
る
中

で
、
良
い
こ
と
も
あ
っ
た
反
面
、
嫌
な
こ
と
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
ら
を
乗
り
越
え
る
た

め
に
良
い
面
を
見
よ
う
と
心
が
け
る
こ
と
で
、
事
態

が
好
転
す
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ベ
リ

ー
ズ
は
多
民
族
が
暮
ら
す
国
。
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
を

尊
重
す
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
も
実
感
で
き

ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
経
験
が
自
分
を
大
ら
か
に
し
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

2
つ
目
は
、
こ
れ
は
保
護
者
に
指
摘
さ
れ
て
気
づ

い
た
の
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
に
素
直
な
愛
情
表
現

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
。
現
地
の
人
や
子
ど

も
た
ち
が
言
っ
て
く
れ
る
「I love you.

」
や
ハ
グ

が
嬉
し
く
て
、
一
緒
に
過
ご
す
う
ち
に
自
然
と
身
に

つ
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

3
つ
目
は
、
子
ど
も
た
ち
が
世
界
に
興
味
を
持
っ

て
く
れ
て
い
る
と
感
じ
る
こ
と
。
私
が
ベ
リ
ー
ズ
に

行
っ
て
い
た
こ
と
を
知
り
、
例
え
ば
社
会
科
の
学
習

中
な
ど
に
、「
ベ
リ
ー
ズ
で
は
ど
う
な
の
？
」
と
子

ど
も
た
ち
が
聞
い
て
き
ま
す
。
ま
た
、
自
分
で
題
材

を
決
め
て
調
べ
る
学
習
課
題
で
は
、
外
国
の
こ
と
を

調
べ
て
く
る
子
ど
も
も
い
ま
す
。

谷
田　

私
は
6
年
前
に
現
職
教
員
特
別
参
加
制
度
を

利
用
し
て
、
日
系
社
会
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
日
系

J
V
）
の
小
学
校
教
諭
と
し
て
ブ
ラ
ジ
ル
に
派
遣
さ

れ
ま
し
た
。
派
遣
が
決
ま
っ
た
年
に
、
ち
ょ
う
ど

J
I
C
A
の
教＊
１

師
海
外
研
修
に
参
加
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
と
き
に
学
ん
だ
開
発
教
育
や
国
際
理
解
教

育
を
、
学
校
現
場
に
戻
っ
た
と
き
に
、
ど
の
よ
う
に

行
お
う
か
と
考
え
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
し
た
。

　

帰
国
後
、
学
年
主
任
が
、「
総＊
２

合
的
な
学
習
の
時

間
に
、
世
界
に
目
を
向
け
る
よ
う
な
内
容
に
す
る
ア

イ
デ
ア
を
提
案
し
て
ほ
し
い
。
他
の
学
年
で
も
経
験

座談会

谷田なつ美さん
▶日系社会青年ボランティア経験者
  （ブラジル・小学校教諭・2012年度派遣）
▶野田市立山﨑小学校教諭

柚木園 悠さん
▶協力隊経験者
  （ベリーズ・音楽・2016年度1次隊）
▶横浜市立都田西小学校教諭

梅本真司
▶JICA青年海外協力隊
 事務局次長

金田健一さん
▶協力隊経験者
  （ケニア・理数科教師・2000年度2次隊）
▶八潮市立大曽根小学校主幹教諭丸山一則さん

▶協力隊経験者
  （ホンジュラス・技術科教師・1988年度3次隊）
▶兵庫県立兎和野高原野外教育センター所長

司
会
を
務
め
ま
す

教
育
現
場
で

 

O
B・
O
G
が

果
た
す
役
割
と
は

教員が語る

JICA海外協力隊の経験が今日の日
本の学校現場でどのように生かせる
のか、学校や子どもたちにどのような
影響を与えられるのか。学校で働く
JICA海外協力隊経験者たちに、ご自
身の体験を踏まえながら意見交換を
していただきました。

やつだなつみ ● 1982年生まれ、千葉県
出身。2005年、玉川大学文学部教育学
科を卒業後、講師を1年経験し、06年よ
り千葉県の小学校教諭として勤務。11年、
JICA教師海外研修にて開発教育、国際理
解教育を学び、以後、実践を続ける。翌
年、日系社会青年ボランティアとしてブラ
ジルのアマゾン河口にある総合学園にて現
地教諭と共に音楽の授業改善に取り組む。
その他、日本文化を通しての青少年の育成、
日伯協会の活性化を支援。14年3月、帰国。
その後、小学校の現場にて国際理解教育
を推進し、現在、千葉県長期研修生として
国際理解教育の実践、研究に励んでいる。
また、校種を越え、さまざまな場所でワー
クショップや出前講座などを実施している。

ゆのきぞのはるか ● 1987年、神奈川県生
まれ。2010年に横浜国立大学教育人間科
学部学校教育課程音楽教育専攻を卒業
後、横浜市立小学校教員として学級担任、音
楽専科を担当。16年3月、現職教員特別参
加制度を利用して協力隊に参加。ベリーズ・
オレンジウォークの大規模小学校にて、音楽
の授業や教員へのワークショップ、課外音楽
クラブの設立、指導等を行う。18年3月、帰
国。４月より横浜市内の別の小学校に異動
し、現在は４年生の学級担任をしている。

まるやまかずのり ● 1957年生まれ、兵庫
県出身。79年に島根大学を卒業後、中学校
教諭に。83年より3年間、香港日本人学校
に勤務。89年4月、協力隊に現職参加。ホ
ンジュラスで技術科教師として教員養成校
で活動する。91年3月に帰国し、復職。パキ
スタン・カラチ日本人学校校長や兵庫県豊
岡市立八代小学校校長などを務め、2017
年に定年退職。現在は、兵庫県立兎和野高
原野外教育センター所長、全国OV教員・
教育研究会代表を務める。

かねたけんいち ● 1976年、千葉県生ま
れ。1999年、埼玉大学教育学部を卒業後、
非常勤講師として埼玉県内の中学校に勤め
る。2000年12月、協力隊に参加。ケニアの
マイアニセカンダリースクール（中等学校）
にて、数学や物理の授業を担当し、生徒へ
の指導に当たった。02年12月、帰国。その
後、埼玉県の教員採用試験に合格し、12年
間教諭として担任を務め、現在は埼玉県の
小学校で主幹教諭を務める。全国OV教員
･教育研究会事務局担当。

うめもとしんじ ● 1964年生まれ、北海道
出身。青年海外協力隊事務局嘱託、ユネス
コ・アジア文化センターなどを経て、95年
JICA採用。青年海外協力隊事務局を皮切
りに、地域部、課題部などに勤務。その後、
セネガルやカメルーンなどフランス語圏ア
フリカを中心とした在外勤務を経て、2017
年4月より現職。

特集：教育現場で働くOB・OGの活躍に注目

16ク ロ ス ロ ー ド  2 0 1 817 ク ロ ス ロ ー ド  2 0 1 8

＊１	 教師海外研修…国際理解・開発教育に関心を持つ教
職員を対象に、国際協力の必要性に対する理解促進
などを目的に、国内外で研修を行うJICAの事業。

＊２	総合的な学習の時間…学習指導要領に定められた教
育課程のひとつ。児童、生徒、また地域や学校の課題に
応じて各学校で目標を定め、授業内容を決定する。

特集

教
育
現
場
で
働
く
O
B
・
O
G
の
活
躍
に
注
目



と
つ
が
国
際
理
解
で
し
た
。
担
任
す
る
学
級
で
ケ
ニ

ア
の
話
を
し
た
り
、
6
年
生
の
社
会
科
の
教
科
書
に

青
年
海
外
協
力
隊
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
話
し

た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

丸
山　

昨
年
定
年
退
職
し
、
現
在
は
兵
庫
県
立
兎う

和わ

野の

高
原
野
外
教
育
セ
ン
タ
ー
所
長
を
務
め
て
い
ま

す
。私
が
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
で
学
ん
だ
1
番
の
こ
と
は
、

こ
れ
ま
で
自
分
が
受
け
た
教
育
と
は
何
だ
っ
た
の
か

を
振
り
返
れ
た
こ
と
で
す
。
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
の
人
が

自
分
の
ふ
る
さ
と
を
堂
々
と
語
る
姿
を
見
て
、
私
は

自
分
の
ふ
る
さ
と
を
誇
り
に
思
え
て
い
な
い
こ
と
に

気
づ
き
ま
し
た
。「
東
京
は
立
派
だ
、
す
ご
い
」
と

父
母
や
学
校
か
ら
教
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。

　

し
か
し
、
ふ
る
さ
と
は
東
京
と
比
較
す
る
も
の
で

は
な
い
、
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
の
小
さ
な
村
で
そ
れ
を
知

り
ま
し
た
。
帰
国
し
た
ら
、
堂
々
と
ふ
る
さ
と
を
語

れ
る
子
が
育
つ
よ
う
に
し
た
い
と
強
く
思
い
、
そ
れ

を
実
践
で
き
る
よ
う
、
校
長
と
な
り
、
学
校
全
体
で

取
り
組
め
る
仕
組
み
を
つ
く
り
ま
し
た
。

派
遣
国
で
知
る
日
本
の
教
育

梅
本　

丸
山
さ
ん
の
お
話
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
他
の

3
人
は
、
自
分
が
受
け
た
教
育
と
派
遣
国
の
教
育
を

比
べ
た
と
き
、
日
本
の
教
育
は
こ
う
だ
っ
た
の
か
、

と
再
認
識
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

柚
木
園　

ベ
リ
ー
ズ
は
家
族
が
多
い
た
め
か
、
子
ど

も
た
ち
同
士
の
教
え
合
い
が
自
然
に
で
き
た
り
、
細

か
い
指
示
を
与
え
な
く
て
も
、
自
分
で
考
え
、
気
づ

き
、
行
動
で
き
た
り
す
る
良
さ
が
あ
る
と
感
じ
ま
し

た
。
日
本
で
私
は
、
指
示
の
方
法
や
学
び
合
い
の
場

を
つ
く
る
た
め
に
ど
う
す
る
べ
き
か
を
考
え
て
き
ま

し
た
が
、
ベ
リ
ー
ズ
で
、
本
来
あ
る
べ
き
自
然
な
姿

を
見
せ
て
も
ら
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
昔
の
日
本

も
家
族
の
強
い
つ
な
が
り
や
助
け
合
う
気
質
な
ど
、

を
生
か
し
て
、
授
業
を
展
開
し
て
み
た
ら
？
」
と
実

践
の
扉
を
開
い
て
く
れ
ま
し
た
。
現
在
は
、
学
校
に

籍
を
置
き
な
が
ら
、
千
葉
県
長＊
３

期
研
修
生
と
し
て
国

際
理
解
教
育
を
大
学
で
研
究
し
、実
践
し
て
い
ま
す
。

金
田　

私
は
皆
さ
ん
の
よ
う
に
教
員
の
立
場
で
協
力

隊
に
参
加
し
た
の
で
は
な
く
、
大
学
を
出
て
か
ら
1

年
間
、
臨
時
的
任
用
教
員
と
し
て
勤
務
後
、
協
力
隊

に
参
加
し
ま
し
た
。
現
在
は
埼
玉
県
の
小
学
校
で
主＊
４

幹
教
諭
を
務
め
て
い
ま
す
。
帰
国
し
た
年
は
、
総
合

的
な
学
習
の
時
間
が
開
始
し
た
年
度
で
す
。
最
初
の

学
校
で
「
新
し
い
先
生
、
ケ
ニ
ア
か
ら
来
た
ん
だ
っ

て
」
と
地
域
で
は
話
題
に
な
り
、
国
際
理
解
教
育
も

実
施
で
き
、す
ぐ
に
活
躍
の
場
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
教
員
採
用
試
験
に
合
格
し
、
配
属
さ
れ

た
学
校
で
は
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
テ
ー
マ
の
ひ

ベ
リ
ー
ズ
に
似
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
、

そ
れ
が
薄
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
細
や
か
な
支
援
が

求
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
、
ま

た
、
よ
り
自
然
な
姿
に
近
づ
け
て
い
く
必
要
が
あ
る

こ
と
に
も
気
づ
き
ま
し
た
。

谷
田　

ブ
ラ
ジ
ル
で
は
血
縁
の
な
い
家
族
は
珍
し
く

あ
り
ま
せ
ん
。
多
様
な
家
族
の
あ
り
方
を
認
め
る
文

化
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
今
、日
本
の
教
育
現
場
で
は
、

私
の
子
ど
も
の
頃
は
あ
っ
た
「
母
の
日
」「
父
の
日
」

な
ど
の
行
事
を
行
わ
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
家

庭
へ
の
配
慮
か
ら
で
す
が
、家
族
の
あ
り
方
を
認
め
、

ひ
と
り
ひ
と
り
が
大
切
だ
と
伝
え
て
い
く
こ
と
も
大

事
だ
と
思
い
ま
す
。
ど
ん
な
こ
と
に
配
慮
し
、
ど
ん

な
こ
と
に
重
き
を
置
い
て
教
育
し
て
い
く
か
、
議
論

を
重
ね
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

金
田　

私
が
日
本
と
の
違
い
を
感
じ
た
の
は
教
育
の

シ
ス
テ
ム
で
す
。
今
は
違
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

私
が
派
遣
中
の
ケ
ニ
ア
で
は
、
学
習
内
容
が
多
す
ぎ

て
1
年
の
授
業
の
範
囲
が
1
年
で
終
わ
ら
な
い
こ
と

が
普
通
で
し
た
。
し
か
し
、
日
本
の
学
習
指
導
要
領

に
基
づ
く
教
科
書
は
1
年
間
で
授
業
が
で
き
る
よ
う

に
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
日
本
で
は
教
科

書
が
全
員
に
い
き
渡
り
ま
す
。

　

ケ
ニ
ア
で
は
、
学
習
内
容
を
精
選
す
る
と
か
、
教

科
書
を
全
員
に
行
き
渡
る
よ
う
に
す
る
と
か
何
か
１

点
を
変
え
る
の
で
は
な
く
、
教
育
の
シ
ス
テ
ム
全
体

を
変
え
な
い
と
解
決
で
き
な
い
問
題
が
あ
る
印
象
を

受
け
ま
し
た
。
そ
う
感
じ
た
と
き
、
日
本
の
教
育
シ

ス
テ
ム
の
良
さ
に
気
づ
き
ま
し
た
。

教
育
現
場
で
直
面
す
る
課
題

梅
本　

協
力
隊
経
験
を
現
場
に
還
元
す
る
際
に
は
、

課
題
や
苦
労
な
ど
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

柚
木
園　

総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
中
で
、
国
際
理

解
教
育
を
取
り
入
れ
る
こ
と
の
難
し
さ
を
感
じ
ま
し

た
。
協
力
隊
経
験
を
伝
え
た
い
気
持
ち
は
あ
り
ま
す

が
、
ど
う
い
う
形
で
伝
え
る
べ
き
か
。
自
分
の
ク
ラ

ス
だ
け
で
は
な
く
、
横
を
揃
え
な
い
と
い
け
な
い
。

ま
た
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
縦
の
流
れ
の
中
で
の

位
置
づ
け
や
、
継
続
で
き
る
取
り
組
み
に
で
き
る
の

か
と
い
う
問
題
も
あ
り
ま
す
。

谷
田　

私
も
同
じ
よ
う
に
国
際
理
解
教
育
を
持
続
し

て
い
く
こ
と
、
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
の
難
し
さ
を

感
じ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
多
く
の
先
生
方
が
「
国

際
理
解
教
育
を
ど
う
実
践
し
た
ら
よ
い
の
か
わ
か
ら

な
い
、
自
信
が
な
い
」
と
い
う
思
い
を
も
っ
て
い
る

た
め
で
す
。
実
際
に
、
県
内
の
先
生
方
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
と
っ
た
と
こ
ろ
、「
国
際
理
解
教
育
を
重
要
だ

と
思
っ
て
い
て
も
実
践
で
き
て
い
な
い
。
指
導
計
画

や
教
材
・
人
材
バ
ン
ク
が
あ
れ
ば
実
践
し
や
す
い
」

と
い
う
回
答
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
あ

な
た
は
外
国
で
活
動
し
た
経
験
が
あ
る
か
ら
、
で
き

る
の
よ
」
な
ど
と
、
実
践
し
て
い
る
人
を
特
別
視
す

る
傾
向
が
あ
り
、
な
か
な
か
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

も
ら
え
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

金
田　

私
は
現
職
参
加
で
は
な
い
の
で
、
自
ら
発
信

し
な
い
と
協
力
隊
に
参
加
し
て
い
た
こ
と
が
周
囲
に

伝
わ
ら
な
い
こ
と
で
す
。
ま
た
、
経
験
を
ど
う
教
育

現
場
に
生
か
す
の
か
と
い
う
と
き
に
、
教
員
は
基
本

的
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
な
い
こ
と
は
で
き
な
い
と
い

う
課
題
も
あ
り
ま
す
。
私
の
現
在
の
勤
務
先
の
学
校

で
は
、
小
学
校
の
6
年
間
で
総
合
的
な
学
習
の
時
間

の
テ
ー
マ
と
し
て
、
国
際
理
解
教
育
は
入
っ
て
き
ま

せ
ん
。
国
際
理
解
教
育
を
現
場
で
実
践
で
き
て
い
な

い
現
状
に
つ
い
て
、
こ
れ
で
い
い
の
か
と
い
う
気
持

ち
は
続
い
て
い
ま
す
。

梅
本　

私
の
経
験
で
す
が
、
社
会
科
に
興
味
を
持
っ

た
と
き
は
、
先
生
が
郷
土
研
究
を
し
て
い
た
方
だ
っ

た
の
で
、
話
す
こ
と
に
奥
行
き
が
あ
り
、
先
生
を
通

し
て
見
え
る
世
界
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
い
う
こ
と

は
、
子
ど
も
の
心
に
強
く
残
る
ん
で
す
よ
ね
。
そ
の

よ
う
に
、
ま
と
ま
っ
た
時
間
で
協
力
隊
経
験
を
話
す

と
い
う
よ
り
、
金
田
さ
ん
ら
し
い
授
業
運
営
、
学
校

運
営
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

金
田　

で
き
な
い
子
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
想
像

で
き
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
他
の
人
よ
り
想
定
の
範

囲
を
広
く
持
て
る
こ
と
は
、
学
校
運
営
に
役
立
っ
て

い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
考
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
ケ
ニ
ア
に
派
遣
直
後
の
私
が
、
授

業
も
語
学
も
料
理
も
何
も
で
き
な
い
人
間
だ
っ
た
か

ら
で
す
。
私
は
2
代
目
の
隊
員
で
し
た
が
、
1
代
目

の
隊
員
の
こ
と
を
現
地
の
人
が
話
す
ん
で
す
。「
彼

も
来
た
と
き
は
、
何
も
で
き
な
か
っ
た
。
私
た
ち
が

教
え
た
か
ら
、
い
ろ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

右上：協力隊時代の柚木園さん。課外活動で指導していたリコーダーグループの子どもたちと、
任期終了直前の校内行事で最後の演奏を終えて　右下：現在担任をする学級での様子。道徳の
授業で国際理解を扱ったときに、任地の民族の伝統衣装を紹介した様子

右上：日系JV時代にブラジルの教師と一緒に民族楽器で幼稚園生へ授業を行う谷田さん　
右下：長期研修の研究のため、小学校で研究授業を行う谷田さん。テーマは、「キャリア教育×国
際理解教育」

18ク ロ ス ロ ー ド  2 0 1 819 ク ロ ス ロ ー ド  2 0 1 8

特集：教育現場で働くOB・OGの活躍に注目

＊３	長期研修生…教育委員会が実施する研修のひとつ。教育の充実を図るために高度な知識や技能を有す
る人材が必要であることから、これを育成するため大学などに教員を派遣する。

＊4	主幹教諭…学級担任を持たずに校長や副校長、教頭ら管理職を補佐する。



組
織
を
立
ち
上
げ
、
3
年
前
に
全
国
の
教
員
O
V
が

集
う
組
織
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

柚
木
園　

隊
員
同
士
の
つ
な
が
り
で
元
気
を
も
ら
う

と
い
う
の
は
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
1
次
隊
と
し
て
入

所
し
た
駒
ヶ
根
訓
練
所
で
多
く
の
他
県
の
教
員
と
知

り
合
い
ま
し
た
。
今
も
お
互
い
の
状
況
や
悩
ん
で
い

る
こ
と
を
話
し
、
励
ま
し
合
っ
て
い
ま
す
。

梅
本　

協
力
隊
員
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
心
の
拠
り
所

で
も
あ
る
ん
で
す
ね
。
2
0
1
8
年
12
月
に
は
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
す
（
詳
細
は
21
ペ
ー
ジ
）。

丸
山　

今
年
の
協
力
隊
の
合
格
通
知
は
8
月
末
に
届

き
、
訓
練
は
来
年
の
4
月
か
ら
。
12
月
に
集
ま
る
こ

と
で
、候
補
者
が
3
学
期
に
学
校
で
準
備
で
き
ま
す
。

例
え
ば
日
本
の
学
校
の
掃
除
や
給
食
の
時
間
を
写
真

に
収
め
た
り
、
理
科
の
授
業
を
動
画
で
撮
影
し
て
お

い
た
り
す
る
と
、
現
地
で
日
本
の
様
子
を
紹
介
す
る

と
き
な
ど
の
、
資
料
と
な
り
ま
す
。

谷
田　

出
発
前
の
情
報
共
有
は
、
派
遣
後
に
も
、
と

て
も
役
立
つ
と
感
じ
ま
す
。
さ
ら
に
帰
国
後
も
十
分

な
事
後
研
修
が
行
わ
れ
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。
自

分
の
活
動
を
報
告
し
、
現
場
で
ど
う
生
か
し
て
い
っ

た
ら
い
い
の
か
を
話
し
合
っ
た
り
、
経
験
者
か
ら
話

を
聴
い
た
り
す
る
こ
と
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

多
様
化
す
る
社
会
還
元
の
方
法

谷
田　

先
ほ
ど
丸
山
さ
ん
よ
り
、
心
を
痛
め
て
し
ま

う
教
員
が
い
る
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。
私
も
帰

国
後
1
年
は
自
分
を
肯
定
的
に
捉
え
ら
れ
ず
、
逆
カ

ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
の
時
期
に
い
た
と
思
い
ま
す
。

　

先
生
も
社
会
還
元
の
方
法
も
多
様
で
あ
っ
て
い
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
先
生
方

の
よ
う
に
、派
遣
中
に
学
び
得
た
子
ど
も
へ
の
見
方
、

接
し
方
な
ど
を
普
段
の
教
育
活
動
で
生
か
し
て
い
け

ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。
各
々
が
、
そ
の
と
き
ど
き
の

持
ち
場
で
、
で
き
る
こ
と
を
最
大
化
し
て
い
く
こ
と

で
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

金
田　

今
ま
で
の
お
話
で
、
自
身
で
定
め
た
教
育
現

場
で
実
現
し
た
い
目
標
に
注
力
す
る
こ
と
が
、
還
元

事
例
に
つ
な
が
る
と
感
じ
ま
し
た
。
私
は
日
本
の
理

科
教
育
を
語
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
標
に
、
毎

月
地
元
の
理
科
の
研
究
会
に
参
加
し
た
り
、
筑
波
大

学
附
属
小
学
校
に
勉
強
し
に
行
っ
た
り
し
て
い
ま

す
。
今
は
教
科
以
外
に
組
織
を
動
か
す
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
、
隊
員
を
経
験
し
た
と
い
う
、
他
の
人
と
は

違
う
立
場
か
ら
考
え
た
い
と
思
っ
て
お
り
、
い
ず
れ

そ
れ
を
教
育
現
場
へ
還
元
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

今
の
若
い
教
員
の
中
に
は
優
秀
で
あ
る
反
面
、
で

き
な
い
子
ど
も
の
気
持
ち
に
疎
い
人
も
い
る
よ
う
に

っ
た
。
お
前
も
今
は
で
き
な
く
て
も
、
そ
の
う
ち
で

き
る
よ
う
に
な
る
よ
」
と
。
最
初
の
3
カ
月
は
つ
き

っ
き
り
で
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
教
え
て
も
ら
い
、
自

立
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ケ
ニ
ア
で
は
放
課
後
に
店
番
を
す
る
生
徒

や
、
弟
や
妹
の
面
倒
を
見
る
生
徒
を
よ
く
目
に
し
ま

し
た
。
電
気
が
な
い
の
で
、
夜
は
家
で
勉
強
す
る
こ

と
は
難
し
い
。
日
本
だ
と
当
然
の
よ
う
に
宿
題
が
あ

り
ま
す
が
、
や
っ
て
こ
な
い
子
が
い
た
と
き
に
、
そ

の
子
が
置
か
れ
て
い
る
環
境
を
理
解
し
よ
う
と
心
が

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

教
員
O
V
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用

梅
本　

全
国
の
教
員
O
V
が
交
流
し
、
開
発
途
上
国

で
の
活
動
経
験
を
教
育
現
場
に
生
か
す
た
め
、
丸
山

さ
ん
は
、
2
0
1
6
年
に
全
国
O
V
教
員
・
教
育
研

究
会
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
研
究
会
に
つ
い
て

ご
紹
介
い
た
だ
け
ま
す
か
。

丸
山
　
私
は
、
協
力
隊
と
日
本
人
学
校
、
両
方
で
活

動
し
ま
し
た
。
帰
国
後
10
年
は
、
ど
う
子
ど
も
た
ち

に
伝
え
て
い
っ
た
ら
い
い
の
か
悩
ん
で
い
ま
し
た

が
、
相
談
す
る
場
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
日
本
人

学
校
に
は
、
40
年
以
上
前
か
ら
各
県
の
組
織
を
束
ね

る
全
国
組
織
が
あ
り
、
年
に
数
回
集
ま
り
、
現
地
の

情
報
の
共
有
や
、
講
習
会
な
ど
が
開
催
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
協
力
隊
に
は
そ
う
い
う
組
織
は
な

か
っ
た
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
れ
ば
、
派
遣
前
の
隊

員
に
現
地
の
様
子
や
状
況
な
ど
の
情
報
が
共
有
で
き

る
だ
け
で
な
く
、
帰
国
後
、
教
員
と
し
て
情
報
の
共

有
や
悩
み
を
相
談
で
き
る
場
に
も
な
る
。
ひ
と
り
で

頑
張
っ
て
、
悩
ん
で
、
心
を
病
ん
で
し
ま
う
教
員

O
V
も
い
る
の
で
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
る
こ
と

が
自
分
た
ち
を
元
気
に
す
る
ひ
と
つ
の
機
会
だ
と
思

い
、
12
年
前
に
地
元
兵
庫
県
で
教
員
O
V
が
集
ま
る

感
じ
ま
す
。
広
い
心
を
獲
得
す
る
た
め
、
協
力
隊
へ

の
参
加
を
促
せ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
管
理
職
に

な
れ
ば
、
教
員
研
修
の
一
環
に
協
力
隊
の
経
験
を
取

り
入
れ
る
よ
う
、
訴
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。

梅
本　

管
理
職
の
ご
経
験
が
あ
る
丸
山
さ
ん
は
、
管

理
職
だ
か
ら
で
き
た
と
思
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

丸
山　

基
本
、
教
育
委
員
会
に
意
見
具
申
が
で
き
る

の
は
、
学
校
の
中
で
校
長
だ
け
で
す
。
そ
の
校
長
に

協
力
隊
や
開
発
途
上
国
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
思

え
る
人
材
が
い
な
い
と
変
え
る
き
っ
か
け
す
ら
つ
か

め
ま
せ
ん
。
私
は
協
力
隊
で
ふ
る
さ
と
の
大
切
さ
を

悟
り
、
ふ
る
さ
と
を
大
切
に
す
る
子
ど
も
を
育
て
た

い
と
、
こ
れ
を
学
校
全
体
の
取
り
組
み
に
す
る
仕
組

み
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
校
長
に
な
っ
た

か
ら
こ
そ
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

教
員
O
V
は
授
業
を
持
つ
教
師
で
い
た
い
と
言
う

人
が
多
い
で
す
が
、
自
分
の
目
指
す
教
育
が
あ
り
、

そ
れ
を
広
げ
深
め
た
い
な
ら
ば
、
管
理
職
に
な
る
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
。

ゆ
っ
く
り
協
力
隊
経
験
を
生
か
し
て
ほ
し
い

梅
本　

皆
さ
ん
の
今
後
の
目
標
を
お
願
い
し
ま
す
。

柚
木
園　

ま
だ
具
体
的
な
こ
と
は
見
え
て
い
ま
せ
ん

が
、
子
ど
も
た
ち
が
世
界
の
ひ
と
び
と
や
、
さ
ま
ざ

ま
な
文
化
に
目
を
向
け
る
き
っ
か
け
に
な
れ
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。
特
に
音
楽
教
育
を
通
し
て
自
分
に

で
き
る
こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い
で
す
。

谷
田　

私
は
「
E
S
D（Education for Sustainable 

D
evelopm

ent

）：
持＊
５

続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教

育
」
の
必
要
性
を
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
教

育
現
場
に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
の
と
き

に
、
日
系
J
V
の
活
動
で
学
ん
だ
相
互
理
解
を
大

事
に
し
た
い
で
す
。
現
在
、
大
学
や
出
前
講
座
な
ど

で
、
学
生
や
教
員
志
望
の
若
者
と
話
す
機
会
が
あ
る

の
で
、
そ
こ
で
も
働
き
か
け
、
次
の
世
代
を
育
て
る

こ
と
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

金
田　

管
理
職
の
立
場
と
な
り
、
協
力
隊
経
験
を
生

か
し
や
す
い
環
境
を
組
織
的
に
つ
く
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
協
力
隊
経
験
を
キ
ャ
リ
ア
や
研
修
の

場
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
の
よ
う
な
も

の
を
想
像
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
日
本
の
教
育
に
い

ろ
い
ろ
な
立
場
で
か
か
わ
り
、そ
の
経
験
を
生
か
し
、

将
来
ま
た
協
力
隊
に
参
加
し
た
い
で
す
ね
。

梅
本　

最
後
に
丸
山
さ
ん
か
ら
、
協
力
隊
の
O
B
・

O
G
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

丸
山　

協
力
隊
に
参
加
し
た
人
は
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に

な
っ
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。
今
、
学
校
に
は
多
様
な

児
童
・
生
徒
や
保
護
者
が
い
ま
す
。
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

の
気
持
ち
が
わ
か
る
教
員
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、

自
分
も
そ
う
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
言
え
る
教
員
で

あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

2
年
間
の
貴
重
な
経
験
は
、
子
ど
も
た
ち
を
変
え

る
力
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
焦
ら
ず
に
ゆ
っ
く
り
と

生
か
し
て
ほ
し
い
。
私
た
ち
は
よ
く
教
員
O
V
に
次

の
よ
う
に
伝
え
て
い
ま
す
。「
大
根
に
お
で
ん
の
汁

が
染
み
る
よ
う
に
や
っ
て
ほ
し
い
。
じ
っ
く
り
、
こ

つ
こ
つ
や
っ
て
い
け
ば
、本
当
に
『
い
い
味
の
あ
る
』

子
ど
も
た
ち
が
で
き
ま
す
よ
」
と
。

梅
本　

募
集
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
「
い
つ
か
世
界

を
変
え
る
力
に
な
る
」
の
よ
う
に
、
皆
さ
ん
が
少
し

ず
つ
実
施
さ
れ
て
い
る
教
育
現
場
で
の
活
動
が
、
世

界
を
変
え
る
力
に
つ
な
が
る
と
お
話
を
聞
い
て
感
じ

ま
し
た
。
J
I
C
A
青
年
海
外
協
力
隊
事
務
局
も
全

国
O
V
教
員
・
教
育
研
究
会
の
活
動
を
後
押
し
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

右上：協力隊時代にケニアの学校でサイエンスショーを実施する金田さん　
右下：埼玉県OB会の紹介で県内の高校で出前授業を行う様子。ケニアの民族衣装を持って
いないため、当時の協力隊の制服を出前講座のユニフォームにしている

右上：協力隊時代の丸山さん。ホンジュラスで教員免許をもたない先生に風車をつくる講習会を
行った　右下：2017年12月に京都で開催した第1回全国OV教員･教育研究シンポジウムで、途
上国の経験を教育現場でどう生かせるのかを熱く語る丸山さん

第二回 全国OV教員・教育研究シンポジウム
テーマ：「協力隊を日本の文化にする」
 〜途上国経験をSDGs時代の日本の教育に活かす〜
日　時：2018年12月23日（日）10:30〜
会　場：JICA関西
ねらい：途上国での人作り・国作りの経験を日本の教育の中で

活かすため、全国の仲間が集い、多文化共生やグロー
カルといった視点で実践的な交流を行うと共に、これ
から派遣される教員に役立つ情報と元気を共有する。

内　容：基調講演　佐藤真久教授（東京都市大学環境学部）
 実践発表　OV教員による国際理解教育実践
 事前研修　派遣前・派遣中にすべきこと
主　催：全国OV教員・教育研究会、JICA
お問い合わせ先：JICA青年海外協力隊事務局人材育成課
  jvtpc@jica.go.jp
 TEL 03-5226-9323
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特集：教育現場で働くOB・OGの活躍に注目

＊５	持続可能な開発のための教育…持続可能な社会づくりの担い手を育む教育。



　

こ
れ
か
ら
教
育
を
受
け
る
子
ど
も
た
ち
が
社
会
で
活
躍
す

る
と
き
、
日
本
国
内
で
日
本
人
だ
け
に
囲
ま
れ
て
生
き
て
い

く
と
い
う
の
は
、
お
よ
そ
現
実
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

I
C
T
の
発
展
に
よ
り
急
速
な
情
報
化
が
進
み
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
に
よ
り
社
会
が
多
様
化
す
る
時
代
の
中
で
、
ど
う
寛
容

性
を
持
ち
、
人
と
協
力
し
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
保
つ
か
、

学
校
教
育
も
そ
の
流
れ
の
中
に
あ
り
ま
す
。

　

近
年
の
教
育
改
革
に
よ
り
、
学
習
指
導
要
領
が
改
訂
さ
れ
、

2
0
2
0
年
以
降
に
順
次
全
面
実
施
さ
れ
ま
す
。
小
学
校
で

は
外
国
語
活
動
や
英
語
が
導
入
さ
れ
、
ま
た
大
学
入
試
セ
ン

タ
ー
試
験
で
も
記
述
式
問
題
が
導
入
さ
れ
る
な
ど
大
き
な
変

化
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
教
育
改
革
の
中
で
、
特
に
習
得
を
期

待
す
る
の
が
「
表
現
す
る
力
」「
自
ら
課
題
を
設
定
し
、
協
働

し
て
解
決
し
て
い
く
力
」
な
ど
の
「
21
世
紀
型
ス
キ
ル
」
で
す
。

　

文
部
科
学
省
で
も
、
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
の
指
定
や
留
学
生
交
流
の
推
進
な
ど
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
21
世
紀
型
ス
キ
ル
を

ど
う
子
ど
も
た
ち
に
身
に
つ
け
て
も
ら
う
の
か
は
、
課
題
の

ひ
と
つ
で
も
あ
り
ま
す
。

　

現
状
と
し
て
日
本
社
会
は
流
動
性
が
低
い
と
い
う
問
題
が

あ
り
ま
す
。
私
が
以
前
タ
イ
の
大
使
館
に
勤
め
て
い
た
と
き

に
感
じ
た
の
は
、
陸
続
き
の
国
で
あ
る
タ
イ
で
は
民
族
も
言

語
も
入
り
混
じ
っ
て
お
り
、
多
様
で
あ
る
こ
と
が
当
た
り
前

だ
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
一
方
、
国
際
的
に
見
て
も
日
本
の

学
校
は
、
多
様
性
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
変
化
に
追
い
つ
け

て
い
な
い
。
教
員
自
身
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
外
国
籍
児
童

が
多
数
い
る
学
校
な
ど
一
部
地
域
の
課
題
と
捉
え
て
い
る
部

分
が
あ
り
ま
す
。
全
体
の
課
題
と
認
識
し
て
も
ら
う
た
め
に

も
、
積
極
的
に
海
外
を
経
験
し
た
教
員
を
増
や
し
、
ま
た
教

員
が
海
外
の
知
識
や
経
験
を
獲
得
す
る
場
を
増
や
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
J
I
C
A
海
外
協
力
隊
を
経
験
し
た
教

員
（
以
下
、
教
員
O
V
）
は
、
そ
の
経
験
を
子
ど
も
や
学
校

と
シ
ェ
ア
す
る
こ
と
を
帰
国
後
の
社
会
還
元
活
動
の
ひ
と
つ

と
し
て
お
り
、
学
校
に
多
様
性
を
も
た
ら
す
存
在
で
あ
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。

協
力
隊
経
験
が
生
き
る
場
と
は

　

海
外
で
の
経
験
は
、
教
育
現
場
で
ど
の
よ
う
に
生
き
て
く

る
の
か
。
活
用
に
は
、
2
つ
の
側
面
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ひ
と
つ
は
、
経
験
そ
の
も
の
の
価
値
を
生
か
し
、「
経
験
を

学
校
で
子
ど
も
た
ち
や
同
僚
に
伝
え
る
こ
と
」。
も
う
ひ
と

つ
は
、
海
外
で
教
育
観
や
授
業
力
、
自
身
の
力
、
日
本
の
教

育
を
振
り
返
る
機
会
に
な
っ
た
と
い
う
教
員
O
V
の
声
を
聞

く
よ
う
に
、「
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
客
観
的
に
見
直
し
た
こ

と
で
得
る
、
新
た
な
視
点
」
で
す
。
文
部
科
学
省
が
実
施
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
そ
れ
を
感
じ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

文
部
科
学
省
に
は
、日
本
の
教
育
を
海
外
に
紹
介
す
る「
日

本
型
教
育
の
海
外
展
開
推
進
事
業
」
と
い
う
事
業
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
中
で
日
本
の
大
学
が
計
画
し
、
タ
イ
の
日
本
人
学

校
が
協
力
を
し
て
、日
本
の
教
員
が
実
施
す
る
「
授＊

業
研
究
」

に
、
タ
イ
の
教
員
に
参
加
し
て
も
ら
う
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
あ
り
ま
し
た
。
教
員
の
話
、
児
童
の
発
言
の
す
べ
て
を

同
時
通
訳
す
る
形
で
行
い
ま
し
た
。
授
業
研
究
は
、
日
本
で

は
近
代
学
校
制
度
が
始
ま
っ
た
約
1
4
0
年
前
か
ら
続
け
ら

れ
て
お
り
、
日
本
の
教
員
に
と
っ
て
は
当
た
り
前
の
も
の
。

し
か
し
、
タ
イ
を
は
じ
め
多
く
の
国
で
は
自
分
の
授
業
を
公

開
し
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
日
本
の
教
員
に
は
新
鮮
な
驚
き
だ

っ
た
よ
う
で
す
。
タ
イ
に
は
授
業
の
質
が
上
が
ら
な
い
と
い

う
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
授
業
研
究
の
実
施
で
タ
イ
の
教
員

か
ら
直
接
「
こ
れ
は
い
い
」
と
伝
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
が
正
し
か
っ
た
と
認
識
す
る
き
っ
か
け
に

な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

教
員
O
V
も
似
た
よ
う
な
経
験
を
し
て
い
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。
振
り
返
り
の
経
験
、
客
観
的
な
視
点
が
、
日
本
の
教

育
の
課
題
・
良
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
、
学
校
に
新
た
な
視
点
を

与
え
る
。
そ
し
て
、
自
身
の
授
業
や
子
ど
も
た
ち
と
触
れ
合

う
中
で
も
、
そ
の
経
験
が
生
き
て
く
る
。「
総
合
的
な
学
習
の

時
間
」
な
ど
で
経
験
を
伝
え
た
い
の
に
、
そ
の
機
会
が
な
か

な
か
得
ら
れ
な
い
と
悩
ま
れ
る
教
員
O
V
も
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
経
験
と
い
う
も
の
は
直
接
的
で
は
な
く
て
も
日
々

の
教
育
実
践
に
滲
み
出
て
く
る
も
の
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

「
21
世
紀
型
ス
キ
ル
」は
協
力
隊
経
験
そ
の
も
の

　

協
力
隊
の
経
験
で
得
ら
れ
る
ス
キ
ル
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る

も
の
は
、
自
分
と
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
違
う
人
と
、
言
葉

も
文
化
も
違
う
中
で
、
状
況
を
判
断
し
、
道
を
見
つ
け
、
課

題
を
解
決
し
、
協
調
し
て
い
く
力
。
こ
れ
は
ま
さ
に
、
現
在

教
員
に
求
め
ら
れ
る
力
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
子
ど
も
た
ち
に

身
に
つ
け
て
欲
し
い
力
、
新
し
い
学
習
指
導
要
領
が
目
指
す

先
に
あ
る
も
の
で
す
。

　

現
職
教
員
特
別
参
加
制
度
の
仕
組
み
が
変
更
に
な
る
な
ど

転
換
期
で
も
あ
る
今
、
人
事
を
担
当
す
る
教
育
委
員
会
や
現

場
で
あ
る
学
校
で
は
、
教
員
を
海
外
に
派
遣
す
る
に
は
苦
し

い
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
長
期
的
な
ビ

ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
グ
ロ
ー
バ
ル
化
推
進
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る

教
員
を
育
て
る
た
め
に
も
、
教
員
の
協
力
隊
へ
の
参
加
促
進

や
、
協
力
隊
経
験
者
の
採
用
は
価
値
の
あ
る
も
の
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。
す
で
に
教
員
採
用
試
験
で
J
I
C
A
海
外
協
力

隊
経
験
者
の
特
別
枠
や
特
別
選
考
を
設
け
て
い
る
都
道
府
県

も
あ
り
ま
す
が
、
今
後
そ
の
動
き
が
さ
ら
に
広
ま
っ
て
ほ
し

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
教
員
O
V
が
、
個
人
で
、
ま
た
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
使
っ
て
、
協
力
隊
経
験
を
子
ど
も
た
ち
、
同
僚
な
ど

に
地
道
に
伝
え
続
け
て
ほ
し
い
。
遠
回
り
に
感
じ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
が
校
長
や
教
育
委
員
会
の
理
解
に
つ
な

が
り
、
次
の
教
員
O
V
を
生
み
出
し
、
日
本
の
教
育
に
多
様

な
価
値
観
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
が
次
の
時
代
を
「
生
き
る
力
」
を
習
得
す
る
た
め
に
も
、

教
員
O
V
や
協
力
隊
経
験
者
の
力
、
そ
し
て
経
験
を
発
信
す

る
力
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

学
校
教
育
の
中
で
多
様
性
の
確

保
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
現
在
、

J
I
C
A
海
外
協
力
隊
を
経
験

し
た
教
員
た
ち
に
期
待
さ
れ
る

力
と
は
何
か
。
文
部
科
学
省
の

声
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

寺島史朗さん
文部科学省　大臣官房国際課
国際戦略企画室長

てらしましろう ● 1977年生まれ、富山県出
身。2001年、文部科学省に入省。初等中等教
育局勤務などを経て、2011年7月〜2013年7
月、宮城県教育委員会に出向。同教育委員会
では、現職教員特別参加制度への派遣推薦
も担当した。また2015年3月〜2018年3月、
在タイ日本大使館一等書記官。2018年4月
より現職。日本型教育の海外展開や、アジア・
アフリカ諸国をはじめとする各国との国際
教育協力などに取り組む。

インタビュー
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特集：教育現場で働くOB・OGの活躍に注目

＊	授業研究…授業の質を向上させるため教員間で授業を公開し、議論する取り組み。

教
育
現
場
で
生
き
る

O
B・
O
G
の
力
と
は

話 ＝ 寺島史朗さん
 文部科学省
 大臣官房国際課
 国際戦略企画室長

文
部
科
学
省

担
当
者
に
伺
う



みなさんのサポートに感謝しています

洲 崎 毅 浩

　
私
が
協
力
隊
の
任
期
を
終
え
、
広
尾
青
年

海
外
協
力
隊
訓
練
所
で
業
務
に
携
わ
っ
た
の

は
30
年
ほ
ど
前
に
な
り
ま
す
。
そ
の
こ
ろ
か

ら
、
候
補
生
た
ち
の
「
人
の
た
め
に
な
り
た

い
」
と
い
う
強
い
熱
意
は
今
も
変
わ
り
は
あ

り
ま
せ
ん
。一
方
で
、
せ
っ
か
く
素
晴
ら
し
い

熱
意
を
持
っ
て
い
て
も
、
自
分
の
能
力
を
発

揮
す
る
こ
と
を
苦
手
と
す
る
若
者
が
増
え
た

と
い
う
印
象
は
否
め
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
非
常

に
も
っ
た
い
な
い
。で
す
か
ら
、
訓
練
所
の
役

目
と
し
て
、「
候
補
生
た
ち
の
潜
在
的
能
力

を
引
き
出
す
き
っ
か
け
」
で
あ
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
加
え
、「
帰
国
後
を
見
据
え
る
契

機
」
を
も
提
供
し
た
い
。
こ
れ
は
、
私
が
訓
練

所
長
に
就
い
た
当
初
か
ら
の
構
想
で
し
た
。

そ
れ
を
形
に
し
た
の
が
、
各
種
分
野
で
活
躍

し
て
い
る
方
々
を
講
師
と
し
て
招
く
講
座
で

す
。
任
意
参
加
の
「
自
主
講
座
」
と
い
う
位

置
づ
け
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
候
補
生
た
ち
は

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
す
。

　
派
遣
国
で
は
想
定
外
の
事
態
が
起
こ
り
ま

す
。
困
難
に
直
面
し
た
と
き
に
、「
や
ら
な
く

て
い
い
」
と
い
う
発
想
で
済
ま
さ
ず
に
、「
ど

う
向
き
合
え
る
の
か
」を
考
え
る
。そ
こ
が
肝

帰
国
後
の
人
生
を
切
り
開
く
力
も
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訓練所のスタッフたち

Nihonmatsu Training Center

二本松青年海外協力隊
訓練所

心
で
し
ょ
う
。そ
の
た
め
に
は
「
自
発
性
」
と

「
自
律
性
」
の
強
化
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
昨

今
で
は
、
ま
さ
に
そ
れ
ら
を
鍛
え
る
た
め
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く
る
こ
と
に
注
力
し
て
い

ま
す
。
そ
の
ひ
と
つ
が
、2
0
1
7
年
度
か
ら

導
入
し
て
い
る
「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
で

す
。
班
ご
と
に
二
本
松
市
内
を
歩
い
て
調
査

し
、
地
域
の
広
報
ツ
ー
ル
を
作
成
す
る
と
い

う
内
容
で
す
が
、
こ
ち
ら
が
提
示
す
る
課
題

は
「
二
本
松
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
」
の

み
。
残
り
は
候
補
生
た
ち
が
主
体
と
な
っ
て

企
画
し
て
い
ま
す
。
彼
ら
が
創
意
工
夫
し
て

生
み
出
し
た
成
果
物
は
、
地
域
の
方
々
か
ら

も
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
、
今
後
も
候
補
生
が
地
域
と
関
係
を
深

め
、
彼
ら
に
帰
国
後
、「
ま
た
二
本
松
を
訪
ね

た
い
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
取
り
組

み
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

協
力
隊
活
動
は「
長
い
鎖
」

 

「
候
補
生
の
ス
ワ
ヒ
リ
語
力
向
上
の
た
め
に
、私

は
ど
ん
な
手
助
け
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
」。
そ

ん
な
風
に
よ
く
考
え
ま
す
。隊
員
が
ス
ワ
ヒ
リ
語

を
話
せ
ば
、現
地
の
人
た
ち
は
心
を
開
き
、お
し

ゃ
べ
り
に
花
が
咲
く
。
そ
う
す
れ
ば
、活
動
も
ず

っ
と
楽
し
く
な
る
は
ず
だ
か
ら
で
す
。

　

O
B
・
O
G
の
み
な
さ
ん
と
の
思
い
出
は
数
え

切
れ
ま
せ
ん
。た
く
さ
ん
の
方
か
ら
連
絡
を
い
た

だ
き
ま
す
し
、家
族
を
連
れ
て
会
い
に
来
て
く
れ

る
方
も
い
ま
す
。
帰
国
後
、ス
ワ
ヒ
リ
語
が
上
手

に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
私
の
教
え
子
同
士
が
結
婚
し
、そ
の
披
露

宴
に
招
待
し
て
い
た
だ
い
た
と
き
の
こ
と
、集
ま

っ
た
多
く
の
教
え
子
た
ち
が
み
な
ス
ワ
ヒ
リ
語
で

会
話
を
す
る
も
の
だ
か
ら
、他
の
参
列
者
が
「
い

っ
た
い
何
語
な
ん
だ
!?
」と
驚
い
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
ね
。
東
日
本
大
震
災
の
直
後
、私
は
一
時

的
に
大
阪
に
移
り
住
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
際
、
話
を

聞
き
つ
け
た
近
隣
の
教

え
子
た
ち
が
グ
ル
ー
プ

を
つ
く
り
、一
緒
に
家

を
探
し
た
り
、
家
具
を

調
達
し
た
り
と
、
さ
ま

ざ
ま
な
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

数
年
前
、派
遣
前
訓
練
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
ス
ワ

ヒ
リ
語
話
者
の
協
力
が
必
要
と
な
っ
た
際
、仙
台

の
大
学
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
つ
い
て
学
ぶ
タ
ン
ザ

ニ
ア
人
留
学
生
が
引
き
受
け
て
く
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
当
日
、彼
は
私
に
こ
ん
な
話
を
し
て

く
れ
ま
し
た
。「
実
は
論
文
の
執
筆
で
忙
し
か
っ

た
け
れ
ど
、J
I
C
A
か
ら
の
依
頼
だ
っ
た
の
で

引
き
受
け
ま
し
た
。高
校
時
代
に
数
学
を
教
わ
っ

た
隊
員
が
す
ば
ら
し
い
先
生
で
あ
り
、彼
の
教
え

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
私
は
大
学
に
進
む
こ
と
が
で

き
、今
の
自
分
が
あ
る
。
そ
の
恩
返
し
が
で
き
る

チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
っ
た
か
ら
で
す
」。恩
師
だ
と
い

う
隊
員
の
名
前
を
尋
ね
る
と
、な
ん
と
私
の
教
え

子
で
し
た
！　

そ
の
留
学
生
は
現
在
、母
国
の
大

学
で
教
員
を
務
め
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

隊
員
が
何
を
成
し
遂
げ
た
の
か
は
、し
ば
し
ば

わ
か
り
づ
ら
い
も
の
で
す
。発
展
と
い
う
の
は
長

い
鎖
で
あ
り
、そ
れ
を
辿
っ
て
い
っ
て
初
め
て
そ

の
姿
が
見
え
て
く
る
か
ら
で
す
。今
お
話
し
し
た

タ
ン
ザ
ニ
ア
人
留
学
生
の
恩
師
も
、協
力
隊
時
代

に
自
分
が
ど
れ
だ
け
役
に
立
っ
て
い
る
の
か
は
わ

か
ら
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
し
か
し
彼
の
道
は
、

タ
ン
ザ
ニ
ア
人
留
学
生
の
成
長
と
い
う
形
で
今
も

な
お
続
い
て
い
る
わ
け
で
す
。こ
の
こ
と
を
ぜ
ひ
、

O
B
・
O
G
の
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
た
い
で
す
。

し
か
し
、人
数
を
数
え
る
の
は
東
日
本
大
震
災
を

機
に
止
め
ま
し
た
。震
災
発
生
後
、心
配
し
て
く
れ

た
O
B
・
O
G
の
方
々
が
入
れ
替
わ
り
立
ち
替
わ

り
様
子
を
見
に
来
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
な
り
、数

え
き
れ
な
く
な
っ
た
た
め
で
す
。実
は
、震
災
の
被

害
を
受
け
、店
を
畳
む
こ
と
を
考
え
た
時
期
も
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、「
店
を
続
け
て
く
だ
さ
い
。

候
補
生
や
O
B
・
O
G
も
喜
ん
で
来
ま
す
か
ら
」

と
、O
B
・
O
G
の
方
た
ち
が
言
っ
て
く
れ
た
。そ

の
言
葉
が
再
開
す
る
後
押
し
と
な
り
ま
し
た
。

　

店
内
に
は
、訓
練
中
の
写
真
や
寄
せ
書
き
を
飾

っ
て
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、現
在
も
更
新
中
。皆
さ

ん
は
、帰
国
後
に
こ
こ
に
戻
っ
て
来
て
、当
時
の
自

分
や
仲
間
の
姿
が
あ
れ
ば
う
れ
し
く
思
う
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。店
は
思
い
出
の
置
き
場
所
な

の
で
す
。ぜ
ひ
、あ
の
こ
ろ
の
思
い
出
を
巡
り
に
、

岳
温
泉
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
ね
。

1994年度3次隊より派遣前訓練が開始されてから、およそ1万3
千人の候補生を送り出してきた二本松青年海外協力隊訓練所。
近年は、訓練に「フィールドワーク」などの新たなプログラムを導
入し、地域との連携を深化させている。

マスターの似顔絵がトレードマークの店舗外観

協
力
隊
O
B
・
O
G
の
青
春

が
詰
ま
っ
た
訓
練
所
。
こ
こ

で
は
、
二
本
松
青
年
海
外
協

力
隊
訓
練
所
と
駒
ヶ
根
青
年

海
外
協
力
隊
訓
練
所
の
そ
れ

ぞ
れ
の「
今
」を
、
現
所
長
が

ご
紹
介
。
あ
わ
せ
て
、候
補
生

に
馴
染
み
の
方
や
語
学
講
師
の

方
に
、
O
B
・
O
G
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
い
た
だ
い
た
。

エスタ先生の授業。教室の壁
には手づくり教材が並ぶ

スワヒリ語講師
エスタ・サムエル・カノマタさん
タンザニア出身。協力隊発足まもない時期か
ら派遣前訓練のスワヒリ語講師を務める。送
り出した教え子は1000人以上にのぼる。

恵
え び す や

美寿屋マスター
おおうち・つぎおさん
1977年から岳温泉で恵美寿屋を経営。看板
メニューの手づくりピザは、開店当初から変わ
らない味を守っている。

思
い
出
の
置
き
場
所
と
し
て

　

当
店
と
協
力
隊
の
関
係
は
、二
本
松
訓
練
所
が

で
き
た
22
年
ほ
ど
前
に
遡
り
ま
す
。当
時
の
岳
温

泉
で
は
、う
ち
を
含
め
て
飲
食
店
は
3
店
舗
。
候

補
生
た
ち
が
食
事
に
来
て
く
れ
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
、3

つ
の
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
て
き
ま
し
た
。ま
ず
ひ

と
つ
が
、訓
練
開
始
当
初
の
「
2
カ
月
間
か
、長

い
な
ぁ
」。次
が
退
所
式
後
の
「
終
わ
っ
ち
ゃ
っ
た

な
ぁ
」。最
後
に「
あ
の
と
き
は
楽
し
か
っ
た
な
ぁ
」

と
い
う
帰
国
後
の
言
葉
で
す
。お
心
当
た
り
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。店
に
や
っ
て
来
る
候
補
生
た
ち

は
、さ
ま
ざ
ま
な
顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
家
族

と
離
れ
る
こ
と
へ
の
寂
し
さ
に
涙
す
る
青
年
、三

味
線
を
片
手
に
『
島
人
ぬ
宝
』を
2
時
間
続
け
て

大
熱
唱
し
て
い
た
九
州
・
沖
縄
出
身
者
の
集
い
、

そ
し
て
二
本
松
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
と
い
う
恋
愛
模

様
も
。
近
く
で
若
者
の
等
身
大
を
見
つ
め
、応
援

で
き
る
こ
と
は
、店
を
続
け
る
や
り
が
い
で
す
。

　

約
4
0
0
人
。こ
の
数
は
、「
た
だ
い
ま
」と
い

っ
て
店
に
帰
っ
て
き
て
く
れ
た
O
B
・
O
G
の
数

で
す
。結
婚
の
報
告
を
し
に
来
て
く
れ
た
の
は
8

組
。
な
か
に
は
O
B
・
O
G
同
士
の
結
婚
式
の
2

次
会
を
店
で
開
い
て
く
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

二本松青年海外協力隊訓練所の外観。
東日本大震災の発生時には、避難所として被災された方の受け入れも行った

隊員の無事の帰国と二本松へ
の再訪の願いを込めて訓練所
内に設置された「無事カエル」



協力隊の慰霊碑「友よやすらかに」

2018年度3次隊のSVの修了式の様子

26ク ロ ス ロ ー ド  2 0 1 827 ク ロ ス ロ ー ド  2 0 1 8

　広尾青年海外協力隊訓練所は1968年に開所され、
2005年まで派遣前訓練が行われていましたが、
2006年、JICA地球ひろばの開設に伴い閉所となり
ました。現在は、1982年に建立された慰霊碑の区画
のみ分割、保存されており、その他の土地建物は聖心
女子大学の所有となりました。

　長らくJICA横浜で実施されていた日系社会ボラン
ティアの派遣前訓練は、2017年度より、スペイン語圏
に派遣される隊員のみ駒ヶ根訓練所に場所が移りま
した。ブラジルに派遣される隊員も2019年度より駒
ヶ根での訓練となります。

駒ヶ根協力隊を育てる会名誉会長
こうさか・たもつさん
元駒ヶ根市教育長、元青年海外協力隊駒ヶ
根訓練所カウンセラー

派
遣
前
訓
練
は「
変
革
の
時
期
」

　

候
補
生
と
の
関
係
が
深
化
し
た
の
は
、

1
9
9
5
年
よ
り
「
訓
練
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
」の
職

を
お
引
き
受
け
し
た
の
が
ひ
と
つ
の
き
っ
か
け
で

す
。
彼
ら
の
悩
み
や
不
安
を
共
に
解
決
し
、派
遣

国
へ
送
り
出
す
と
い
う
役
目
な
の
で
す
が
、8
年

間
の
任
期
で
実
に
6
0
0
人
以
上
か
ら
相
談
を
受

け
ま
し
た
。
家
族
や
人
間
関
係
、な
か
に
は
「
駒

ヶ
根
マ
ジ
ッ
ク
」に
関
す
る
相
談
も
あ
り
ま
し
た

ね
。一
方
で
、訓
練
や
仲
間
と
の
出
会
い
を
通
じ

て
意
識
が
変
化
し
て
い
く
候
補
生
た
ち
の
姿
を
目

の
当
た
り
に
し
て
き
ま
し
た
。
訓
練
所
は
、ま
さ

に
若
者
の
「
変
革
の
時
期
」な
の
で
す
。

　

私
が
隊
員
の
活
動
現
場
を
視
察
に
訪
れ
た
の

は
、20
年
ほ
ど
前
の
こ
と
で
す
。そ
の
と
き
、さ
ま

ざ
ま
な
困
難
に
直
面
し
な
が
ら
も
、創
造
性
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を
持
っ
て
活
動
す
る
隊
員
た
ち

の
姿
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。派
遣
国
で
の
活
動

は
た
や
す
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、夢
を
抱

き
、問
題
を
解
決
す
る
努
力
を
続
け
た
と
き
に
、

必
ず
道
は
開
け
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。そ
の
経

験
か
ら
、「
辛
苦
の
と
き
こ
そ
、道
ひ
ら
く
」と
い

う
言
葉
を
染
め
抜
い
た
手
拭
い
を
、2
0
1
2
年

度
1
次
隊
よ
り
、
候
補
生
に
贈
り
始
め
ま
し
た
。

手
拭
い
は
ケ
ガ
を
し
た
と
き
の
応
急
処
置
に
も
有

効
で
す
が
、そ
の
よ
う
に
使
用
す
る
こ
と
な
く
健

康
に
過
ご
し
て
ほ
し
い
。苦
し
い
と
き
は
汗
を
拭

き
、ね
じ
り
ハ
チ
マ
キ
に
し
て
奮
起
し
て
ほ
し
い
。

そ
ん
な
思
い
を
込
め
て
い
ま
す
。私
が
訓
練
の
修

了
式
で
挨
拶
を
し
て
い
た
こ
ろ
は
、実
際
に
ね
じ

り
ハ
チ
マ
キ
を
し
て
み
せ
た
も
の
で
す
。

　

訓
練
の
修
了
後
、
み
な
さ
ん
か
ら
届
い
た

3
0
0
通
を
超
え
る
手
紙
や
、派
遣
国
の
紹
介
が

盛
り
込
ま
れ
た
通
信
は
、今
も
大
切
に
保
管
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
ら
か
ら
、皆
さ
ん
の
活
躍
を
窺
が

え
る
の
は
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。
O
B
・

O
G
の
み
な
さ
ん
に
は
、協
力
隊
で
得
た
経
験
を
、

自
ら
進
ん
で
社
会
や
教
育
現
場
に
還
元
し
て
い
た

だ
き
た
い
。協
力
隊
を
経
験
し
た
皆
さ
ん
で
あ
れ

ば
、「
道
を
ひ
ら
く
力
」
が
備
え
ら
れ
て
い
る
の

で
す
か
ら
。

ネパール語講師
デヴェンドラ・サヤミさん
ネパール出身。1984年より派遣前訓練のネ
パール語講師を務める。送り出した教え子は
1000人以上にのぼる。

　

ト
マ
ト
と
タ
マ
ネ
ギ
と
卵
を
渡
さ
れ
た
ら
、何

を
つ
く
り
ま
す
か
？　

お
そ
ら
く
多
く
の
方
が

「
オ
ム
レ
ツ
」と
答
え
る
で
し
ょ
う
。で
す
が
、答

え
は
オ
ム
レ
ツ
だ
け
で
は
な
い
は
ず
で
す
。人
間

に
は
、考
え
る
力
、工
夫
す
る
力
、拡
張
す
る
力
が

備
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
が
あ
れ
ば
、オ
ム
レ
ツ

以
外
の
立
派
な
レ
シ
ピ
を
考
え
出
す
こ
と
も
で
き

る
で
し
ょ
う
。私
が
ネ
パ
ー
ル
語
の
指
導
で
基
本

と
し
て
き
た
の
は
、候
補
生
た
ち
が
持
つ
こ
れ
ら

の
力
を
削
が
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。つ
ま

り
、単
語
な
ど
の
「
食
材
」は
提
供
す
る
け
れ
ど

も
、そ
れ
を
使
っ
て
あ
る
表
現
へ
と
組
み
立
て
る

「
レ
シ
ピ
」は
、生
徒
自
身
に
考
え
て
も
ら
う
。「
覚

え
る
こ
と
」に
終
始
す
る
あ
ま
り
、「
想
像
す
る

こ
と
」
が
お
ろ
そ
か
に
な
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

「
こ
の
単
語
を
覚
え
て
き
な
さ
い
」
と
い
う
こ
と

も
言
わ
な
い
。
言
わ
ば
、私
が
や
っ
て
い
る
の
は

「
サ
ポ
ー
ト
」で
あ
っ
て
、「
教
え
る
こ
と
」で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

多
く
の
O
B
・
O
G
か
ら
、よ
く
連
絡
を
い
た

だ
き
ま
す
。そ
の
よ
う
な
と
き
に
私
が
こ
だ
わ
っ

て
い
る
の
は
、彼
ら
と
ネ
パ
ー
ル
語
で
会
話
す
る

こ
と
で
す
。「
現
地
の
人
と
共
に
汗
を
流
し
、同
じ

釜
の
飯
を
食
べ
る
」と
い
う
の
が
協
力
隊
の
モ
ッ

ト
ー
で
す
が
、帰
国
後
、現
地
の
人
た
ち
に
連
絡

教
え
子
た
ち
は
私
の
家
族

し
た
と
き
に
、言
語
力
の
衰
え
の
せ
い
で
相
手
が

話
し
て
い
る
こ
と
を
理
解
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
て
い
た
ら
、き
っ
と
残
念
な
気
持
ち
に
な
り
ま

す
よ
ね
。皆
さ
ん
に
は
そ
う
な
っ
て
ほ
し
く
な
い

の
で
す
。

　

現
在
訓
練
中
の
2
0
1
8
年
度
3
次
隊
は
、私

に
と
っ
て
1
0
4
番
目
の
隊
次
に
な
り
ま
す
。教

え
子
の
人
数
は
1
0
0
0
人
を
超
え
る
で
し
ょ

う
。
そ
れ
で
も
私
は
、こ
れ
ま
で
教
え
て
き
た
す

べ
て
の
候
補
生
た
ち
を
覚
え
て
い
る
自
信
が
あ
り

ま
す
。
と
い
う
の
も
、候
補
生
に
は
家
族
の
よ
う

に
接
し
て
い
る
の
で
す
が
、そ
う
す
る
な
か
で
深

い
つ
な
が
り
が
で
き
て
い
く
と
感
じ
て
い
る
か
ら

で
す
。
で
す
か
ら
、私
が
元
気
な
う
ち
に
（
笑
）、

ま
た
遊
び
に
き
て
く
だ
さ
い
。ネ
パ
ー
ル
語
で
思

い
出
を
語
ら
い
ま
し
ょ
う
。

ネパール語の授業の様子。教室には
歴代の候補生が残した写真やパネル
なども飾られている

　
今
年
度
、
派
遣
前
訓
練
に
新
た
に
「
協
力

活
動
（
地
域
実
践
）」
を
導
入
し
ま
し
た
。
座

学
で
は
得
ら
れ
な
い
実
践
的
な
ス
キ
ル
を
養

う
こ
と
を
目
的
に
、
地
域
で
活
動
す
る
様
々

な
団
体
に
候
補
生
が
出
向
い
て
、
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
や
話
し
合
い
を
通
じ
て
共
に
課
題
を
解

決
し
た
り
新
た
な
取
り
組
み
を
提
案
し
た
り

す
る
も
の
で
す
。
例
え
ば
公
民
館
で
は
「
高

校
生
と
高
齢
者
が
『
写
真
』
の
撮
り
方
や

『
S
N
S
』
の
発
信
を
通
じ
て
交
流
す
る
」
と

い
う
世
代
間
交
流
と
観
光
振
興
の
新
講
座
を

提
案
し
た
り
、
引
き
こ
も
り
や
ニ
ー
ト
を
支

援
す
る
団
体
で
は
「
引
き
こ
も
り
の
方
を
支

援
す
る
つ
も
り
で
行
っ
た
が
彼
ら
の
姿
勢
に

励
ま
さ
れ
た
」
と
い
う
候
補
生
の
感
想
が
出

た
り
、協
力
隊
活
動
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と

し
て
本
講
座
が
対
人
ス
キ
ル
の
向
上
に
繋
が

る
こ
と
を
狙
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
候
補
生

と
市
民
が
相
互
に
理
解
を
深
め
、
さ
ら
に
は

地
域
の
活
性
化
に
も
貢
献
す
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

　
訓
練
所
と
し
て
は
隊
員
の
皆
さ
ん
が
派
遣

国
で
元
気
に
充
実
し
た
活
動
を
し
て
く
れ
る

こ
と
が
一
番
の
願
い
で
す
が
、
帰
国
後
の

O
B
・
O
G
と
の
再
会
も
嬉
し
い
も
の
で
す
。

新
た
な
始
ま
り
を
応
援
す
る
場
所
に

協
力
隊
発
足
5
0
周
年
を
機
に
「
信
州
駒
ヶ

根
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
に
協
力
隊
経
験

者
枠
を
設
け
て
い
た
だ
き
、
派
遣
時
期
も
年

齢
も
様
々
な
O
B
・
O
G
が
そ
れ
ぞ
れ
の
派

遣
国
の
国
旗
を
背
中
に
背
負
っ
て
走
っ
て
い

る
姿
を
見
る
と
、一
人
ひ
と
り
の
人
生
に
と
っ

て
協
力
隊
経
験
が
大
き
な
財
産
で
あ
る
こ
と

を
実
感
し
ま
す
。

　
つ
い
先
日
も
、
訓
練
中
に
仲
間
と
埋
め
た

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
掘
り
起
こ
し
に
帰
っ
て

き
た
隊
次
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
駒

ヶ
根
訓
練
所
は
、
J
I
C
A
海
外
協
力
隊
員

の
出
発
点
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、O
B
・
O
G

の
再
会
や
新
た
な
取
り
組
み
を
応
援
す
る
場

所
で
も
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。皆
さ
ん
、い

つ
で
も
訓
練
所
に
戻
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

清 水  勉

Komagane Training Center

駒ヶ根青年海外協力隊
訓練所
2019年5月には「開設40周年」を迎える駒ヶ根青年海外協力隊
訓練所。派遣前訓練に「地域実戦」のプログラムを導入するなど、
地域とのつながりをますます深めている。

駒ヶ根青年海外協力隊訓練所の外観。2017年度2次隊で修了者数の累計が2万人を突破した

広尾 日系社会ボランティアの

語学講師と訓練所のスタッフたち

勉強してではなくて、体験して初めてわかる



帰国後10年アンケート
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派遣国からの帰国後、OB・OGはどれほど「協力隊経験」とのつながりや影
響を持ち続けているのだろうか。そこで、「帰国後10年（2006年度派遣）」の
OB・OGを対象に、帰国から現在までの状況を尋ねるアンケート調査を実
施。220人の結果を集計し、発表する。

※パーセントの数値は少数第1位を四捨五入しています。

JICA海外協力隊
OB・OGに聞きました

●時期：2018年10月下旬～11月上旬
●対象：2006年度派遣の協力隊
●回答者数：220人
 （JV＝109、SV＝104、NJV＝1、NSV＝6）
●方法：質問紙法（選択式と自由記述式の併用）
●実施者：青年海外協力隊事務局　人材育成課

アンケート実施概要

JICAボランティア事業や
その他の国際協力事業とのかかわりは？

Q4

30人からは、「訓練所を再訪した」という回答が得られました。

2位

3位

同期隊員や
その他OB・OGとの付き合い（149人）

OB・OG会に参加（53人）

国際協力イベントに参加（45人）

1位

再渡航した感想は？Q2

 「現地の料理を食べることができた」が堂々の３位に！　
胃袋を掴まれた方が多いのでは？「結婚相手と子どもを
ホストファミリーに紹介できた」という声も。

2位

3位

CPや同僚たちと
再会できてうれしかった（78人）

友人と再会できてうれしかった（77人）

現地料理を食べることができた（69人）

1位

ご自身の影響で協力隊に
参加したと思われる方の人数は？

Q5

回答者の半数近くが、
新たな協力隊を生み
出している結果となり
ました。11人以上

1％

6～10人
1％

なし／
無回答
55％

1人
22％

2～5人
21％

派遣国への再渡航回数内訳

全回答者のうち、半数近い100人が
1度は派遣国を訪れている！

11回以上
4%

6～10回
10%

1回
45%2～5回

41%

当時のCPや友人・知人たちとの
連絡手段は？

Q3

帰国後にSNS上で関係者と再会された方も多いのではないでしょうか。

Eメール（105人）

SNS（100人）

電話（通話アプリ含む）（45人）

インスタントメッセンジャーアプリ（23人）

手紙（15人）

その他（10人）

48%

45%

20%

10%

7%

5%

帰国後、協力隊の経験を
生かせていると感じる（た）場面は？

Q8

仕事（128人）

 「日々の生活全般！」という声も多数ありました。

地域コミュニティ（69人）

その他（38人）

家庭（36人）

なし（30人）

子育て（24人）

58%

31%

17%

16%

14%

11%

４％（10人）の方の結婚相手が、派遣国出身という結果に！
また、「Google Earthで散歩する」という回答も。

2位
当時のCPや
友人・知人と

付き合いがある
（148人）

3位
派遣国の言語を
使うときがある

（118人）

4位
派遣国へ

再渡航した
（100人）

5位
派遣国に

関する夢を
ときどき見る

（50人）

1位
派遣国に関する

ニュースを
思わず見てしまう

（185人）

任期終了後の派遣国とのかかわりは？Q1
帰国後、派遣中に培った語学力を
発揮する機会は？

ボランティア活動や、派遣国からの留学生の
ホームステイ受け入れに発揮されている方も。

2位
仕事で
（67人）5位

国際交流
イベントで

（61人）

1位
旅行で
（95人）

3位
街中で

（道案内やお店など）

（62人）
3位

友人と
（62人）

Q7

いまだに抜けない
派遣国や隊員時代の癖や習慣は？

Q11

気分が落ち込んだら、
現地料理（羊や牛肉の串焼き）を
食べて、元気を出すこと

左手で
ものは渡さない

固形石鹸で
体だけでなく、
髪も洗うこと ティッシュペーパーを

最小限に抑え、
他人が無造作に使うと
気になる

派遣国で食べていた
キャッサバの味が
忘れられず、
販売している店から
取り寄せている

10年経っても「あぁ、やっぱり自分は
協力隊OB・OGだな」と思う瞬間は？

Q10

協力隊OB・OGと知ると、急に親しみがわく

散歩するとき、目についた道端のゴミをレジ袋で拾うようにしている

派遣国の人に似た外国人を見かけると、声をかけたくなる

派遣国の良いニュースを見ると、うれしくてたまらない

あまり清潔ではないところも平気です

協力隊の経験で培ったご自身の強みは？Q9

2位
新たな
価値観

3位
他者

（異文化）
理解

4位
寛容性

5位
自信

1位
適応力

なかには、こんな自信を持っている方も。
●どんなところでも生きていけます！
●どんな物でも食べられるようになりました！

PART 2 経験の活用編 PART 1 つながり編

PART 3 エピソード編

協力隊へ参加したことを
肯定的に捉えられていますか？

Q6

全体の約98％の方が肯定的に捉えているという結果となりました。

はい
215人

いいえ・無記入 5人

複

複

複

複

複

選

選

複

自

自

驚くときの
リアクションで、
ヒーと息を吸う癖が
日本語の会話でも
出てしまう

自

選

複

自

選択式・複数回答可

選択式

自由記述式



 「在住地」や「派遣国」など、共通項で結ばれたJICA海外協力隊経験
者で構成するOB・OG会。その最新の基礎情報（2018年11月現在）
をまとめました。

分野（大） 分野（小） 団体名 代表者 問い合わせ窓口

地域 県名等 団体名 代表者 問い合わせ窓口

 

 

 

　

団体名 代表者 問い合わせ窓口
 

 

種類 出身校 団体名 代表者 問い合わせ窓口種類 団体名 代表者 問い合わせ窓口

出身校が同じJICA海外協力隊経験者などで構成するOB・OG会出 身 校 別そ　の　他

地域 派遣国 団体名 代表者 問い合わせ窓口

  

 

派遣国が同じJICA海外協力隊経験者などで構成するOB・OG会派 遣 国 別

派遣中・帰国後の職種・活動領域などが同じJICA海外協力隊経験者などで構成するOB・OG会分 野 等 別

海外海外協力隊や日系社会海外協力隊の経験者などで構成するOB・OG会シ　ニ　ア

同じ都道府県・市の在住者や出身者などで構成するOB・OG会在住地等別
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JICA海外協力隊

OB・OG会



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 　

 

 

名称（名称の読みがな）
代表者

 【事業対象の国／地域】　事業概要　ウェブサイト／問い合わせ窓口
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［凡例］

 「ビジネス」を通して社会課題の解決を目指す「ソーシャルビジネス」に挑戦する協力隊OB・OGの一部をご紹介します。

OB・OGによるOB・OGによる

 SOCIAL BUSINESS国際協力NGO
協力隊OB・OGが主宰す
るNGOのうち、国際協力
活動に取り組む団体の一
部をご紹介します。
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※本誌に掲載されている記事等の内容は執筆者の個人的見解であり、JICAの公式見解を示すものではありません。

編集・発行：独立行政法人国際協力機構青年海外協力隊事務局
〒102-8012 東京都千代田区二番町5-25二番町センタービル
TEL：03-5226-9814　FAX：03-5226-6379

落丁・乱丁の場合はお取り替えしますので、発行元までご連絡ください。

発行日　平成30年12月1日

JICA海外協力隊経験者等優遇措置
（自治体職員・公立学校教員採用試験／大学・大学院入試）

　近年、JICA海外協力隊の経験を評価する自
治体、教育委員会、大学が増加しています。右記
ウェブサイトでは、JICA海外協力隊経験者に対
し、自治体職員・公立学校教員の採用試験で特
別選考制度を設けている自治体や教育委員会、
入試などで優遇措置を取っている大学・大学院を
紹介しています。

進路開拓
インフォメーション
JICA海外協力隊経験を生かした
キャリア形成のための情報を紹介します。

　　　教育訓練手当

　　　JOCV枠UNV制度

　　　進路相談カウンセラー／青年海外協力隊相談役

連絡先変更・情報提供のお願い

2019年度春募集へのご協力のお願い

　　　帰国隊員進路情報ページ

　　　自治体・企業向けJICA海外協力隊帰国報告会・交流会

　進路開拓に役立つ技術・技能の修得や免許・資格の取得につながる教
育訓練を受ける場合に、その経費を一部支援する制度です。下記ウェブサ
イトで受給資格や申請手続きなどを紹介しています。

 https://www.jica.go.jp/volunteer/obog/career_support/allowance/

　国際協力分野でのキャリアアップを目指している帰国隊員に、再び海外
での協力活動を行う機会を設けています。国連ボランティア計画と提携
し、UNV派遣にかかる費用をJICAが負担する制度です。国連機関での活
動を希望する方は、ぜひご活用ください。

 https://www.jica.go.jp/volunteer/obog/career_support/unv/index.html

　帰国隊員を進路決定までサポートする「進路相談カウンセラー／青年海外
協力隊相談役」。就職・進学を始め各種情報の提供や帰国後のキャリアに対
するカウンセリングなどを行います。2018年10月現在、全国に20人を配置。
各カウンセラー、相談役の連絡先などは下記ウェブサイトをご覧ください。

 https://www.jica.go.jp/volunteer/obog/career_support/counselor/

　青年海外協力隊事務局では、帰国された隊員の皆様との関係を保
ち、情報を共有したり、ご意見をお聞きしたりすることが、事業改善を
進めるうえで重要だと考えています。そのため、住所変更などが生じた
場合は、「住所変更届・進路現況連絡票」（下記ウェブサイトよりダウ
ンロード可）のご提出をお願いしています。年に1度、OB・OG向け『ク
ロスロード』をお送りするためにも必要な情報になりますので、よろしく
お願いします。また、皆様の周りで連絡先が変更となった方がおられま
したら、「住所変更届・進路現況連絡票」のご提出をお伝え願います。 
　なお、メールや電話、郵便等で、事業の改善や見直しに関するアン
ケートをお願いしたり、さまざまな分野で活躍されているOB・OGの方
のご紹介をお願いしたりすることもあるかと思いますが、その際はご協
力をよろしくお願いいたします。

■住所変更届・進路現況連絡票
	https://www.jica.go.jp/volunteer/obog/procedures/

 documents/index.html

■各種届出の提出先／問い合わせ先
JICA青年海外協力隊事務局　人材育成課

 jvtpc-sinrosien1@jica.go.jp

　全国16カ所にあるJICA国内拠点。開発途上国と日本の各地域
を結ぶ架け橋として、地域の特色を生かした国際協力を推進市民や
NGO、地方自治体、民間企業などと連携して推進しています。各拠点
では、就職・キャリアアップ・スキルアップのセミナーや、国際協力に関
連する各種セミナー・写真展などを開催しており、国際協力関連の資
料なども閲覧できます。
　また、全国3カ所にある「地球ひろば」では、世界が直面するさまざ
まな課題や、開発途上国と私たちとのつながりを体感できます。ぜひ
ご利用ください。

名称	 所轄地域	

①JICA北海道（札幌）	 北海道（道央・道北・道南）	ほっかいどう地球ひろば	
②JICA北海道（帯広）	 北海道（道東）	
③JICA東北	 青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県	
④JICA二本松	 福島県の広報・開発教育支援事業	
⑤JICA筑波	 茨城県、栃木県	
⑥JICA東京	 群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、新潟県、長野県	
⑦JICA地球ひろば	 	
⑧JICA横浜	 神奈川県、山梨県	
⑨JICA駒ヶ根	 長野県（ボランティア事業の派遣前訓練、施設訪問受入れ）	
⑩JICA北陸	 富山県、石川県、福井県	
⑪JICA中部	 静岡県、岐阜県、愛知県、三重県
	 なごや地球ひろば
⑫JICA関西	 滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、
	 和歌山県	
⑬JICA四国	 徳島県、香川県、愛媛県、高知県	
⑭JICA中国	 鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県	
⑮JICA九州	 福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、
	 宮崎県、鹿児島県	
⑯JICA沖縄	 沖縄県

 jvtpc@jica.go.jp		

■件名：東京2020コード
■本文：①お名前　②隊次　③派遣国　④職種

■所在地・連絡先など詳細は以下のウェブサイトをご覧ください。		
	https://www.jica.go.jp/about/structure/domestic/

　より多くの方にJICAボランティア
事業を知っていただくために、みなさ
まのお力をお貸しください！ お勤め
先、お知り合いのお店、町内会掲示板
などへのポスターの掲示にご協力い
ただける方は、Eメール、FAXまたは
郵送にてお申込みください。
※送付枚数が上限に達した時点で、受付を締
め切らせていただくこともございますのでご了
承ください。 

■送付物：
2019年度春募集広報用ポスター
	（B3サイズ：364mm×515mm） 

■送付時期：
2019年3月中旬予定（折り畳んだ状態でお送りします）	

■申込・問い合わせ先： 
〒102-8012	東京都千代田区二番町5-25	二番町センタービル	
JICA青年海外協力隊事務局	

 jvtrd@jica.go.jp　  03-5226-6379 

■ご連絡いただく内容
件名：2019年度春募集ポスター申込	
本文：①お名前、隊次、派遣国、職種　
	 ②ご住所（ポスター送付先、日本国内のみ）
	 ③ご希望枚数（お1人3枚まで）

　国際協力キャリア総合情報サイト「PARTNER」上の「帰国隊員進路情
報ページ」では、企業などからの帰国隊員用求人情報を提供しています。
その他、進学やセミナー情報、進路開拓に役立つコラム集なども掲載して
います。

 http://partner.jica.go.jp/CareerInfo

　JICA海外協力隊の活用に関心を持っている自治
体や企業などの関係者が参加し、隊員からの活動
報告の後に交流会を3カ月ごとに開催しています。そ
れぞれの団体の活動状況や、どのような人材が求め
られているのかを知る良い機会であり、この交流会
をきっかけに参加自治体・企業の研究を始め、就職
に至ったケースも少なくありません。各隊員には帰
国直前に在外事務所を通じて案内していますが、進

JICAによる帰国したJICA海外協力隊員への進路開拓支援
※対象は、青年海外協力隊および日系社会青年ボランティアの経験者です。

JICA海外協力隊OB・OGへのお願い
〜青年海外協力隊事務局より〜

JICA国内拠点の紹介

路開拓中の隊員も参加可能です。次回の開催など
詳細については、下記メールアドレスにお問い合わ
せください。

■問い合わせ先
JICA青年海外協力隊事務局　人材育成課
帰国後研修・交流会担当

 jvtpc-sinrosien5@jica.go.jp
交流会は、関心のある企業・団体の担当者に
話を直接聞ける絶好の機会

2018年度の募集ポスター（デザイン
はお送りするポスターと異なります）

▶自治体特別採用枠 
 https://www.jica.go.jp/volunteer/obog/career_support/careerinfo/pdf/jichitaishokuin.pdf

▶教員特別採用枠 
 https://www.jica.go.jp/volunteer/obog/career_support/careerinfo/pdf/kyouin.pdf

▶大学・大学院の特別入試・受験枠、特別措置制度 
 https://www.jica.go.jp/volunteer/obog/career_support/careerinfo/pdf/daigaku_yugu.pdf

JICA INFORMATION

 ウェブサイト　　  eメール

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会
	「大会ボランティア」へ応募される方々へ
　公益財団法人東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員
会より、大会ボランティア応募登録におけるJICA関係者用の識別コー
ドが発行されました。このコードを登録することによって協力隊経験
者として識別されることとなります。既に応募登録された方もコードの
追加入力は可能です。コードをお知らせしますので、これから登録され
る方も下記メールアドレスまでご連絡ください。



◀
JICA海外協力隊の活動や派遣前訓練、帰国後の活躍などの紹介、­選考試験合格者へのイン
タビュー、JICA海外協力隊への理解を深められるセミナーの模様などを動画で公開します。

YouTube／JICA青年海外協力隊公式チャンネル
https://www.youtube.com/user/jicajocvsv

◀
JICA海外協力隊に関連すること、派遣国の話題、日本国内でのイベントなど、
さまざまなことをやわらかめにつぶやいています。ぜひフォローをお願いします。

JICA青年海外協力隊事務局公式Twitterアカウント
https://twitter.com/jocvjimukyoku

◀青年海外協力隊事務局の公式Facebookページでは、JICA海外協力隊に関するさまざまな
情報をお伝えしています。派遣中隊員の活動、テレビなどのメディアへの登場、イベントなど
に関する情報を随時紹介。たくさんの「いいね！」をお待ちしています。

JICA青年海外協力隊事務局公式Facebookページ
https://www.facebook.com/jicavolunteer

JICA海外協力隊の　“今”　がわかるウェブサイト
OB・OGがつながる・知る・参加するためのサイトをご紹介します。

「JICA海外協力隊」ウェブサイトトップページ  ▶▶▶  https://www.jica.go.jp/volunteer/

◀

◀先生のお役立ちサイトでは、先生に限らず、出前講座や国際理解教育・開発教育でご活用い
ただける教材の掲載や配布、貸出をしています。
映像教材などのダウンロードもできます。

JICA地球ひろばHP内の「先生のお役立ちサイト」
https://www.jica.go.jp/hiroba/teacher/index.html

JICA海外協力隊員の実話に基づくストーリーをマンガ化しました。協力隊になったきっかけ
や、山あり谷ありの現地での活動、気持ちの変化、帰国後の進路。小中学生用にフリガナも
つけ、誰にでもわかりやすい内容にしています。
協力隊の導入編に便利です。

マンガで知る青年海外協力隊
https://www.jica.go.jp/volunteer/manga/

OB・OGのお役立ち素材・サイト
JICAのウェブサイトでは、協力隊経験などの発信に便利なツールを紹介しています。

ぜひご活用ください。

  マンガで知る青年海外協力隊 検 索

  JICA　お役立ちサイト 検 索

  JICA　OB・OG関連のお知らせ 検 索

※上記ウェブサイトは変更の可能性がございます。予めご了承ください。
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帰国したOB・OGが開催するイベント情報を、JICA海外協力隊のウェブサイト内に
掲載しています。掲載申請手続きを行うことで、OB・OGに関連するイベントの告知も
できます。掲載を希望される場合は、掲載申請手続きの案内ページをご覧ください。

OB・OG向け　各種イベント情報
https://www.jica.go.jp/volunteer/obog/info/events
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